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【留意事項】 

 表やグラフの割合「％」は、未記入などの「不明」「非該当」を除いた回答数に対する割合を示してい

る。 

 回答者の割合（％）は、小数点以下第２位を四捨五入した数値としている。この端数処理のため、各回

答の合計が 100.0％にならないことがある。 

 複数回答の設問では、回答数の合計は回答者数を超える場合があるとともに、回答割合の合計は

100.0％を超えることがある。 
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１．調査概要 

（１）調査目的 

市民アンケート調査を実施する目的は、以下のとおりである。 

●現状の市民の居住動向や生活動向を把握するため 

●今後の居住意向や暮らしに対する意見を収集するため 

●計画策定にあたり市民の意向を反映し、実効性の高い施策検討に資するため 

 

（２）調査方法 

 

対 象 者 満 18歳以上の浜田市民 

配 布 数 2,000票 

抽 出 方 法 地区別・年代別の人数を決めた上で、住民基本台帳をもとに無作為抽出 

配 布 方 法 郵送 

回 答 方 法 
返信用封筒による郵送またはWEBにて回答を行う。 

（回答用紙にQRコードを掲載） 

調 査 期 間 令和7年 11月 12日～11月 28日 

回 収 数 1,030票（郵送：756票、Web：274票） 

回 収 率 51.5％ 
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（３）調査項目 

SA：単一回答 MA：複数回答 

問

NO. 
設 問 

回答

形式 
備 考 

１ 年齢 SA  

2 職業 SA  

3 家族構成 SA  

4-1 お住まいの地域 SA  

4-2 郵便番号 数値  

5-1 浜田市への居住歴 SA  

5-2 浜田市へ戻った又は転入した理由 MA 
5-1 で市外への居住歴があると

回答した方への設問 

6 浜田市への通算の居住年数 SA  

7 現在居住する建物の形態 SA  

8 普段の外出頻度 SA  

9 普段の交通手段 SA 多い順に３つまで 

10 住む場所として重視すること MA  

11-1 これからも現在の場所に住み続けたいと思うか SA  

11-2 住み続けたい理由 MA 
11-1 で住み続けたいと回答し

た方への設問 

11-3 別の場所に移りたい理由 ＭＡ 11-1 で別の場所へ移りたいと

回答した方への設問 11-4 移りたい場所はどこか SA 

12 
人口減少や少子高齢化により、自身の生活に影響しそう

なこと 
MA  

13 
浜田市をいつまでも暮らしていけるまちにしていくため

の考え方 
SA  

14 
運転免許が無い、又は免許返納により自家用車を使用し

ないと想定した場合に、住みたい場所 
SA  

15 
自家用車を使用しないと想定した場合に、自宅から、徒歩

や鉄道・バスなどで無理なく行ける範囲に必要な施設 
MA  

16 
商業施設や病院等の日常的に利用する施設まで、自宅か

ら片道何分であれば徒歩で利用するか 
SA  

17 浜田市に新たにできたらよい、増えたらよいと思う施設 文字  

18 住んでいる場所の災害リスクを認識しているか SA  

19 災害対策として行っていること MA  

20 行政に、災害対策として行ってほしいこと MA  

21 災害リスクがある場所に住むことに対する考え SA  

22 自由意見 文字  
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（４）調査票 
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２．単純集計 

（１）あなたご自身について 
 

問１ 年齢（○は１つ） 

 年齢は、「70代以上」が最も高く 27.5%、次いで「60代」が 20.7%と高く、年齢層が高いほど割合も

高くなる傾向がみられた。 

 

 
 
 
 
 

問２ 職業（○は１つ） 

 職業は、「会社員」が最も高く 30.8%、次いで「無職」が 20.2%と高かった。 

 

 
 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 10～20代 83 8.1

2 30代 137 13.4

3 40代 142 13.8

4 50代 170 16.6

5 60代 212 20.7

6 70代以上 282 27.5

不明 4 0.0

全体 1,026 100.0

10～20代

8.1%

30代

13.4%

40代

13.8%

50代

16.6%

60代

20.7%

70代以上

27.5%

n=1,026

No. カテゴリー名 ｎ %

1 会社員 314 30.8

2 公務員・団体職員 131 12.9

3 農林漁業 29 2.8

4 農林漁業以外の自営業 43 4.2

5 パート・アルバイト 148 14.5

6 学生 20 2.0

7 家事専業 83 8.1

8 無職 206 20.2

9 その他 45 4.4

 不明 11 0.0

 全体 1,019 100.0

会社員

30.8%

公務員・団体職員

12.9%

農林漁業

2.8%農林漁業以外の

自営業

4.2%

パート・アル

バイト

14.5%

学生

2.0%

家事専業

8.1%

無職

20.2%

その他

4.4%

n= 1,019
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問３ 家族構成（○は１つ） 

 家族構成は、「親・子の２世代」が最も高く 45.3%、次いで「夫婦・パートナーのみ」が 28.6%と高かっ

た。 

 

 

問４ お住まいの地域（○は１つ） 

 お住まいの地域は、「浜田地域」が最も高く 68.8%、次いで「三隅地域」が 11.9%と高かった。 

 

 

問５-1 浜田市への居住歴についてお答えください（○は１つ） 

 浜田市への居住歴は、「一時、市外に住んだことがある」が最も高く 45.5%、次いで「生まれてずっと」

が 26.4％と高かった。 

 

 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 親・子の２世代 463 45.3

2 親・子・孫など３世代以上 92 9.0

3 夫婦・パートナーのみ 292 28.6

4 ひとり暮らし 147 14.4

5 その他 27 2.6

 不明 9 0.0

 全体 1,021 100.0

親・子の２世代

45.3%

親・子・孫など

３世代以上

9.0%

夫婦・パートナー

のみ

28.6%

ひとり暮らし

14.4%

その他

2.6%n= 1,021

No. カテゴリー名 ｎ %

1 浜田地域 655 68.8

2 金城地域 71 7.5

3 旭地域 64 6.7

4 弥栄地域 49 5.1

5 三隅地域 113 11.9

 不明 78 0.0

 全体 952 100.0
浜田地域

68.8%

金城地域

7.5%

旭地域

6.7%

弥栄地域

5.1%
三隅地域

11.9%

n= 952

No. カテゴリー名 ｎ %

1 生まれてずっと 260 26.4

2 一時、市外に住んだことがある 448 45.5

3 県内の他市町村から転入 106 10.8

4 県外から転入 170 17.3

 不明 46 0.0

 全体 984 100.0

生まれてずっと

26.4%

一時、市外に住んだ

ことがある

45.5%

県内の他市町村

から転入

10.8%

県外から転入

17.3%

n= 984
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問5-2 浜田市へ戻った又は転入した理由は何ですか？（○はいくつでも） 

※問５-１で「一時、市外に住んだことがある」「県内の他市町から転入」「県外から転入」と回答した方のみ  

 浜田市へ戻った又は転入した理由は、「自身または家族の就職・転勤」が最も高く 36.0%、次いで「結

婚」が 22.7%と高かった。 

 

 

 

 

■その他の具体的な内容 

年 代 地 域 その他の内容 

親の都合（6件） 

10～20代 浜田地域 親の離婚 

40代 浜田地域 親が実家に帰ったため 

50代 浜田地域 親の都合 

40代 金城地域 親が引越したから 

60代 金城地域 家族で夫の実家に引越した 

40代 三隅地域 親の再婚 

離婚（6件） 

40代 浜田地域 離婚 

40代 浜田地域 離婚 

60代 浜田地域 離縁した為 

70代以上 浜田地域 東京から離婚して転入 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 自身または家族の就職・転勤 254 36.0

2 結婚 160 22.7

3 進学 20 2.8

4 家業を継ぐため 47 6.7

5 家族の介護 55 7.8

6 浜田市で生活したかったため 138 19.5

7 その他 100 14.2

 不明 18 0.0

 全体 706 100.0

36.0

22.7

19.5

14.2

7.8

6.7

2.8

0 10 20 30 40

自身または家族の就職・転勤（n=254）

結婚（n=160）

浜田市で生活したかったため（n=138）

その他（n=100）

家族の介護（n=55）

家業を継ぐため（n=47）

進学（n=20） 706n= 

（％）
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年 代 地 域 その他の内容 

40代 弥栄地域 離婚 

30代 三隅地域 離婚 

家督相続・跡継ぎ（6件） 

30代 浜田地域 
長男でもあったので、なんとなく親の近くにいた方が良いとおもったの

で 

40代 浜田地域 家督を継ぐため 

60代 浜田地域 家の跡取りとして 

70代以上 浜田地域 親の仕事の為（商売） 

50代 金城地域 長男だから 

60代 金城地域 家を継ぐため 

病気・療養（5件） 

10～20代 浜田地域 自身の療養の為 

30代 浜田地域 入院 

60代 弥栄地域 体調、身体をこわしたため。 

70代以上 弥栄地域 病気のため 

50代 不明 自身体調不良のため 

仕事（5件） 

60代 浜田地域 自営業をする為 

50代 旭地域 長距離通勤の許可が得られた為 

40代 三隅地域 職業研修 

60代 三隅地域 仕事の関係 

10～20代 不明 しごとので 

退職（4件） 

30代 浜田地域 県外での仕事を辞めたため 

70代以上 浜田地域 夫の退職 

70代以上 浜田地域 定年退職、長男 

60代 金城地域 定年退職後帰省 

Uターン（４件） 

30代 浜田地域 幼少期に家族の地元に戻った為 

50代 浜田地域 Ｕターン 

50代 浜田地域 子どもの頃のＵターン 

10～20代 不明 家族のUターン 

子育て（4件） 

30代 浜田地域 子どもを育てる環境として、都会よりは地元の方がよいと思ったため 

40代 浜田地域 子育て 

30代 弥栄地域 子育てのため 

40代 不明 子育て 
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年 代 地 域 その他の内容 

親戚関係（3件） 

70代以上 浜田地域 姪がいるから 

70代以上 浜田地域 姉が早くして死亡したため 

50代 三隅地域 親戚がいるので 

就学（3件） 

40代 浜田地域 子供の進学の為 

50代 浜田地域 子どもの進学のため 

70代以上 浜田地域 学生 

災害・事故（3件） 

70代以上 浜田地域 Ｓ５８年災害 

50代 三隅地域 事故 

70代以上 三隅地域 水害 

住宅事情（3件） 

60代 浜田地域 一軒屋に住むため 

70代以上 金城地域 住宅を建築 

60代 三隅地域 たまたま借家があった。 

親の死亡（2件） 

70代以上 浜田地域 両親死亡の為 

50代 三隅地域 父が亡くなったため 

就職（2件） 

30代 浜田地域 内定が出た企業が浜田にあったため 

30代 浜田地域 就職 

友人・知人関係（2件） 

50代 浜田地域 友人との関係 

70代以上 不明 友人にすすめられて 

卒業（2件） 

10～20代 浜田地域 卒業で寮を出た 

60代 不明 大学を卒業したから 

家庭の事情（2件） 

60代 浜田地域 家庭の事情 

40代 三隅地域 家庭の事情 

親の介護・高齢（2件） 

60代 浜田地域 親が高齢のため 

40代 弥栄地域 親の近くにいるため 

その他（11件） 

30代 浜田地域 政治命令 

50代 浜田地域 本人事情 
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年 代 地 域 その他の内容 

60代 浜田地域 なんとなく 

70代以上 浜田地域 結婚 

30代 金城地域 なし 

70代以上 金城地域 都会があきた 

70代以上 旭地域 墓が有る 

50代 弥栄地域 行き先が他になかった 

60代 弥栄地域 生活が困難になった。 

60代 弥栄地域 若者定住対策 

40代 三隅地域 実家があり、1 人で県外に住み続けることに不安があったため 

 

問６ 浜田市への通算の居住年数についてお答えください（○は１つ） 

 浜田市への通算の居住年数は、「30 年以上」が最も高く 67.7%、次いで「20 年以上 30 年未満」が

14.0%と高かった。 

 

 

 

問７ 現在居住する建物の形態についてお答えください（○は１つ） 

現在居住する建物の形態は、「一戸建ての持ち家（家

族所有を含む）」が最も高く 78.1%、次いで「賃貸のマ

ンション・アパート」が 11.7%と高かった。

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 30年以上 695 67.7

2 20年以上30年未満 144 14.0

3 10年以上20年未満 95 9.3

4 ５年以上10年未満 32 3.1

5 １年以上５年未満 43 4.2

6 １年未満 17 1.7

 不明 4 0.0

 全体 1,026 100.0
30年以上

67.7%

20年以上

30年未満

14.0%

10年以上

20年未満

9.3%

５年以上

10年未満

3.1%

１年以上

５年未満

4.2%
１年未満

1.7%

n=1,026

No. カテゴリー名 ｎ %

1
一戸建ての持ち家（家族所有を
含む）

803 78.1

2 一戸建ての借家 51 5.0

3 分譲のマンション・アパート 16 1.6

4 賃貸のマンション・アパート 120 11.7

5 寮・社宅 24 2.3

6 高齢者施設 4 0.4

7 その他 10 1.0

 不明 2 0.0

 全体 1,028 100.0

一戸建ての持ち家

（家族所有を含む）

78.1%

一戸建ての借家

5.0%

分譲のマンション・

アパート

1.6%
賃貸のマンション・

アパート

11.7%

寮・社宅

2.3%

高齢者施設

0.4% その他

1.0%

n=1,028
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問８ 普段、どのくらいの頻度で外出しますか？（○は１つ） 

 普段の外出頻度は、「週 5 回以上」が最も高く 54.5%、次いで「週 3～4 回程度」が 17.6%と高かっ

た。 

 

 

 

問９ 普段の交通手段についてお答えください 一番多い交通手段（○は１つ） 

 一番多い交通手段は、「車・バイクを運転」が最も高く 83.1%、次いで「家族等の送迎車」が 6.0%と高

かった。 

 

 

 

■その他の具体的な内容 

年 代 地 域 その他の内容 

70代以上 浜田地域 自分で運転して。返しません免許証は死ぬまで。今８７才誠いただきました

よ 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 週５回以上 558 54.5

2 週３～４回程度 180 17.6

3 週１～２回程度 184 18.0

4 月に数回程度 79 7.7

5 月に１回以下 22 2.2

 不明 7 0.0

 全体 1,023 100.0

週５回以上

54.5%

週３～４回程度

17.6%

週１～２回程度

18.0%

月に数回程度

7.7%

月に１回以下

2.2%n=1,023

No. カテゴリー名 ｎ %

1 車・バイクを運転 852 83.1

2 家族等の送迎車 63 6.1

3 施設の送迎車 9 0.9

4 バス 25 2.4

5 鉄道 5 0.5

6 タクシー 9 0.9

7 自転車 24 2.3

8 シニアカー 1 0.1

9 徒歩 35 3.4

10 その他 2 0.2

 不明 5 0.0

 全体 1,025 100.0

車・バイクを運転

83.1%

家族等の送迎車

6.1%

施設の送迎車

0.9%

バス

2.4%

鉄道

0.5%

タクシー

0.9%

自転車

2.3% シニアカー

0.1%

徒歩

3.4%

その他

0.2% n=1,025
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問９ 普段の交通手段についてお答えください 二番目に多い交通手段（○は１つ） 

 二番目に多い交通手段は、「家族等の送迎車」が最も高く 41.8%、次いで「徒歩」が 27.3%と高かっ

た。 

 

 

 

■その他の具体的な内容 

年 代 地 域 その他の内容 

40代 浜田地域 なし 

40代 浜田地域 なし 

50代 浜田地域 なし 

10～20代 旭地域 なし 

50代 旭地域 なし 

60代 旭地域 友達 

40代 弥栄地域 車以外なし 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 車・バイクを運転 42 5.2

2 家族等の送迎車 337 41.8

3 施設の送迎車 12 1.5

4 バス 79 9.8

5 鉄道 13 1.6

6 タクシー 52 6.4

7 自転車 43 5.3

8 シニアカー 1 0.1

9 徒歩 220 27.3

10 その他 8 1.0

 不明 223 0.0

 全体 807 100.0

車・バイクを運転

5.2%

家族等の送迎車

41.8%

施設の送迎車

1.5%

バス

9.8%

鉄道

1.6%

タクシー

6.4%
自転車

5.3%

シニアカー

0.1%

徒歩

27.3%

その他

1.0%
n= 807
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問９ 普段の交通手段についてお答えください 三番目に多い交通手段（○は１つ） 

 三番目に多い交通手段は、「徒歩」が最も高く 40.3%、次いで「バス」が 16.6%と高かった。 

 

 

■その他の具体的な内容 

年 代 地 域 その他の内容 

30代 浜田地域 なし 

40代 浜田地域 殆んど外出しない 

40代 浜田地域 ない 

40代 浜田地域 なし 

40代 浜田地域 なし 

40代 浜田地域 なし 

50代 浜田地域 なし 

50代 浜田地域 なし 

50代 浜田地域 なし 

60代 浜田地域 なし 

70代以上 浜田地域 遠方の場合はバス、鉄道 

70代以上 浜田地域 近所の人 

30代 金城地域 なし 

40代 金城地域 なし 

10～20代 旭地域 なし 

30代 旭地域 なし 

50代 旭地域 なし 

70代以上 旭地域 無し 

40代 弥栄地域 車以外なし 

60代 弥栄地域 知人の送迎 

40代 三隅地域 なし 

50代 三隅地域 車以外の交通手段は今までに無い 

60代 三隅地域 車と徒歩以外は無し。 

50代 不明 なし 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 車・バイクを運転 25 3.8

2 家族等の送迎車 61 9.2

3 施設の送迎車 10 1.5

4 バス 110 16.6

5 鉄道 49 7.4

6 タクシー 87 13.1

7 自転車 24 3.6

8 シニアカー 3 0.5

9 徒歩 267 40.3

10 その他 26 3.9

 不明 368 0.0

 全体 662 100.0

車・バイクを運転

3.8%

家族等の送迎車

9.2%

施設の送迎車

1.5%

バス

16.6%

鉄道

7.4%

タクシー

13.1%

自転車

3.6%

シニアカー

0.5%

徒歩

40.3%

その他

3.9%
n= 662
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（２）住みたい場所について 

問 10 住む場所として重視することは何ですか？（○は5つまで） 

 住む場所として重視することは、「日常利用するお店等からの距離」が最も高く 50.9%、次いで「地域

の雰囲気（近所付き合い、地域活動等）」が 42.1%と高かった。 

 

 

 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 先祖代々の土地 278 27.4

2 住宅の価格・家賃 277 27.3

3
地域の雰囲気（近所付き合い、
地域活動等）

428 42.2

4 職場からの距離 340 33.5

5
日常利用するお店等からの距
離

518 51.0

6 役所等の公共施設からの距離 116 11.4

7 病院や介護施設からの距離 375 36.9

8
幼稚園・保育所・学校等からの
距離

172 16.9

9 子どもの遊び場からの距離 31 3.1

10 まちなみや景観の良さ 109 10.7

11 道路の利便性 340 33.5

12 バス・鉄道等の利便性 247 24.3

13 防犯上の安全性 232 22.9

14 災害に対する安全性 295 29.1

15 自然環境の豊かさ 196 19.3

16 その他 19 1.9

 不明 15 0.0

 全体 1,015 100.0

51.0

42.2

36.9

33.5

33.5

29.1

27.4

27.3

24.3

22.9

19.3

16.9

11.4

10.7

3.1

1.9

0 20 40 60 80

日常利用するお店等からの距離（n=518）

地域の雰囲気（近所付き合い、地域活動等）（n=428）

病院や介護施設からの距離（n=375）

職場からの距離（n=340）

道路の利便性（n=340）

災害に対する安全性（n=295）

先祖代々の土地（n=278）

住宅の価格・家賃（n=277）

バス・鉄道等の利便性（n=247）

防犯上の安全性（n=232）

自然環境の豊かさ（n=196）

幼稚園・保育所・学校等からの距離（n=172）

役所等の公共施設からの距離（n=116）

まちなみや景観の良さ（n=109）

子どもの遊び場からの距離（n=31）

その他（n=19）
1,015n= 

（％）
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■その他の具体的な内容 

年 代 地 域 その他の内容 

10～20代 浜田地域 家の横に駐車場をきちんと確保できる場所 

10～20代 浜田地域 楽器が吹ける環境 

30代 浜田地域 職場が見えない所 

30代 浜田地域 実家、職場の距離。私と家族みなが不便でないか。学校などの評判。 

30代 浜田地域 虫やカエルが苦手なので、あまり出ないところ 

40代 浜田地域 親の近く(すぐ駆けつけられる距離) 

50代 浜田地域 ネコと暮らすため 

60代 浜田地域 プレジャーボートの係留地までの距離 

60代 浜田地域 特に無い 

70代以上 浜田地域 ５０年なっても人々になじめない！ 

10～20代 金城地域 都会 

50代 旭地域 ネット環境等の生活インフラが整っているかどうか 

50代 弥栄地域 農薬等の環境汚染がない 

 

 

問 11-1 これからも現在の場所に住み続けたいと思いますか？（○は１つ） 

 現在の場所への居住意向は、「これからも住み続けたい」が最も高く 45.9％、次いで「どちらかと言え

ば住み続けたい」が 32.8%と高かった。 

 約8割の市民が現在の居住地に住み続けたいと回答している。 

 

 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 これからも住み続けたい 459 45.9

2 どちらかと言えば住み続けたい 328 32.8

3
できれば今の場所から移りた
い

108 10.8

4 今の場所から移りたい 67 6.7

5 わからない 39 3.9

 不明 29 0.0

 全体 1,001 100.0

これからも住み

続けたい

45.9%

どちらかと言えば

住み続けたい

32.8%

できれば今の場所

から移りたい

10.8%

今の場所から移りたい

6.7%
わからない

3.9%n= 1,001
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問 11-２ 住み続けたい理由は何ですか？（○は５つまで） 

※問 11-1 で住み続けたいと回答した方への設問 

 住み続けたい理由は、「家を持っているから」が最も高く 78.0%、次いで「気の知れた近所の人がいる

から」が 34.8%と高かった。 

 

 

 

 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 家を持っているから 609 78.0

2 農地や土地があるから 224 28.7

3 気の知れた近所の人がいるから 272 34.8

4 地域活動やお祭り等の交流があるから 84 10.8

5 職場が近くにあるから 175 22.4

6 商業施設や飲食店が近くにあるから 124 15.9

7 役所等の公共施設が近くにあるから 89 11.4

8 病院や介護施設が近くにあるから 150 19.2

9 保育園や学校等の教育施設が近くにあるから 67 8.6

10 スポーツ施設や文化施設が近くにあるから 19 2.4

11 まちなみや景観が良いから 77 9.9

12 子どもの遊び場が近くにあるから 9 1.2

13 道路や下水道が整っているから 102 13.1

14 バス・鉄道等の公共交通が便利だから 87 11.1

15 避難所等の防災施設が近くにあるから 21 2.7

16 自然が豊かだから 174 22.3

17 その他 47 6.0

 不明 6 0.0

 全体 781 100.0

78.0

34.8

28.7

22.4

22.3

19.2

15.9

13.1

11.4

11.1

10.8

9.9

8.6

6.0

2.7

2.4

1.2

0 20 40 60 80

家を持っているから（n=609）

気の知れた近所の人がいるから（n=272）

農地や土地があるから（n=224）

職場が近くにあるから（n=175）

自然が豊かだから（n=174）

病院や介護施設が近くにあるから（n=150）

商業施設や飲食店が近くにあるから（n=124）

道路や下水道が整っているから（n=102）

役所等の公共施設が近くにあるから（n=89）

バス・鉄道等の公共交通が便利だから（n=87）

地域活動やお祭り等の交流があるから（n=84）

まちなみや景観が良いから（n=77）

保育園や学校等の教育施設が近くにあるから（n=67）

その他（n=47）

避難所等の防災施設が近くにあるから（n=21）

スポーツ施設や文化施設が近くにあるから（n=19）

子どもの遊び場が近くにあるから（n=9）
781n= 

（％）
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■その他の具体的な内容 

年 代 地 域 その他の内容 

生活環境の良さ（12件） 

30代 浜田地域 散歩しやすいから 

30代 浜田地域 店なども遠すぎず、道路（９号線とか）も近すぎず、とくには不便と感じな

い。さわがしくなく、おちついて生活ができる。外でもあそべる。 

40代 浜田地域 うるさくないから。周りを気にしなくて良い。 

50代 浜田地域 特に不満がないから。 

50代 浜田地域 災害が少ないから 

50代 浜田地域 ネコと暮らすため 

60代 浜田地域 隣接する家との適度な距離、ゆとり 

60代 浜田地域 安全性 

30代 旭地域 特に不便ないから。 

70代以上 旭地域 ライフスタイルにあっている。 

70代以上 三隅地域 家の立地、南向き、高台、JR駅、県道近く 

50代 不明 防犯上の安全性 

故郷・実家・先祖（11件） 

10～20代 浜田地域 家族がいるから 

10～20代 浜田地域 親が浜田にいるため 

10～20代 浜田地域 実家があるから 

40代 浜田地域 親をみるため 

50代 浜田地域 実家に近いから 

60代 浜田地域 先祖の墓があるから 

70代以上 浜田地域 姪がいるから 

10～20代 金城地域 育った地域だから 

60代 金城地域 元気なうちは子供達のふるさと、としての役・立場でいたい。 

40代 三隅地域 お墓がある。 

30代 不明 実家の近くのため 

地域への愛着（7件） 

30代 浜田地域 浜田市で生まれ育ったから 

40代 浜田地域 慣れ親しんでいるから 

40代 浜田地域 生まれた場所がこの地区だから。今更違うところへは住めない 

50代 浜田地域 住みなれた所だから 

50代 浜田地域 浜田で産まれた子供にとっては、一番慣れ親しんだ場所だから 

60代 浜田地域 馴れ親しみがある 

50代 旭地域 住み慣れた土地だから 

生活上の不安（3件） 

60代 弥栄地域 １人暮らしができないため。 
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年 代 地 域 その他の内容 

70代以上 弥栄地域 １人で生活できないから。 

70代以上 弥栄地域 １人で生活ができないため。 

仕事(２件) 

50代 浜田地域 仕事,子育て 

50代 不明 職場がある為 

住宅事情（2件） 

10～20代 浜田地域 今の家が好きだから 

40代 浜田地域 借家だが今の家が気に入っているから。 

その他（9件） 

10～20代 浜田地域 浜田の石見神楽があるから。 

10～20代 浜田地域 引っ越しが面倒だから 

40代 浜田地域 子供の学校のことがあるため 

60代 浜田地域 プレジャーボートがあるから 

70代以上 浜田地域 別になし 

50代 金城地域 障がい者施設 

30代 三隅地域 家賃が安いから 

50代 三隅地域 引越は面倒だから。今から知らない場所には行くエネルギーがないから 

10～20代 不明 友達が近くにいるから 
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問 11-３ 別の場所に移りたい理由は何ですか？（○は５つまで） 

※問 11-1 で別の場所へ移りたいと回答した方への設問 

 別の場所に移りたい理由は、「バス・鉄道等の公共交通が不便だから」が最も高く 49.3%、次いで「商

業施設や飲食店が遠いから」が 44.5%と高かった。 

 

 

 

 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 借家、借地だから 20 13.7

2 家を建てるよい土地が取得できないから 7 4.8

3 近所の付き合いが大変だから 26 17.8

4 地域活動やお祭り等が面倒だから 27 18.5

5 職場が遠いから 20 13.7

6 商業施設や飲食店が遠いから 65 44.5

7 役所等の公共施設が遠いから 12 8.2

8 病院や介護施設が遠いから 48 32.9

9 保育園や学校等の教育施設が遠いから 9 6.2

10 スポーツ施設や文化施設が遠いから 12 8.2

11 まちなみや景観が悪いから 14 9.6

12 子どもの遊び場が遠いから 16 11.0

13 道路や下水道が整っていないから 17 11.6

14 バス・鉄道等の公共交通が不便だから 72 49.3

15 避難所等の防災施設が遠いから 5 3.4

16 その他 49 33.6

 不明 29 0.0

 全体 146 100.0

49.3

44.5

33.6

32.9

18.5

17.8

13.7

13.7

11.6

11.0

9.6

8.2

8.2

6.2

4.8

3.4

0 20 40 60

バス・鉄道等の公共交通が不便だから（n=72）

商業施設や飲食店が遠いから（n=65）

その他（n=49）

病院や介護施設が遠いから（n=48）

地域活動やお祭り等が面倒だから（n=27）

近所の付き合いが大変だから（n=26）

借家、借地だから（n=20）

職場が遠いから（n=20）

道路や下水道が整っていないから（n=17）

子どもの遊び場が遠いから（n=16）

まちなみや景観が悪いから（n=14）

役所等の公共施設が遠いから（n=12）

スポーツ施設や文化施設が遠いから（n=12）

保育園や学校等の教育施設が遠いから（n=9）

家を建てるよい土地が取得できないから（n=7）

避難所等の防災施設が遠いから（n=5）
146n= 

（％）
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■その他の具体的な内容 

年 代 地 域 その他の内容 

生活環境の不満（14件） 

10～20代 浜田地域 今住んでいる場所が市道等道路に面していない為。 

30代 浜田地域 生活に不便な上、歳をとって車が運転できなくなると生活が苦しい 

40代 浜田地域 風が強く、高潮の影響がすごいから 

60代 浜田地域 災害リスクがある。 

60代 浜田地域 周辺が空家だらけになった為 

60代 浜田地域 家の南側が山 

60代 浜田地域 広島、出雲へ行くのに時間がかかる 

60代 浜田地域 近所に倒れそうな木がある 

10～20代 旭地域 雪が多い 

40代 旭地域 雪がふるから 

50代 旭地域 光ファイバーがケーブルテレビの回線しかなく、大手通信会社のセット割が

選択できないから 

70代以上 旭地域 レベルが低く 全てが不便 

50代 弥栄地域 雪が多く寒いから。雪かきが大変（足腰傷めている） 

50代 弥栄地域 草刈りが面倒 

実家に戻る（7件） 

10～20代 浜田地域 家族が近くにいないから 

10～20代 浜田地域 実家から遠いから 

30代 浜田地域 実家に住みたい為 

30代 浜田地域 地元が好きだから 

40代 浜田地域 実家の近くに住むため。 

40代 浜田地域 実家に帰る 

50代 浜田地域 離婚したので子供が巣立ったら実家のある地域へ帰りたい 

住宅・土地に関する事情（6件） 

30 代 浜田地域 古すぎるから 

40代 浜田地域 土地管理が大変 

50代 浜田地域 古い 

70代以上 金城地域 一軒家の独り暮らしだから 

30代 三隅地域 不要な土地の管理をしたくない 

60代 三隅地域 家が古い、終活したい 

仕事（5件） 

40代 浜田地域 勤務地の都合で住んでいるから 

70代以上 浜田地域 希望する就寝先が少ない 

40代 旭地域 ガソリン代が安く、職場が豊富だから 

10～20代 不明 就職先による。 
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年 代 地 域 その他の内容 

40代 不明 出身地でない、職場の都合 

家族の事情（3件） 

30代 浜田地域 家族で同居したいから 

50代 浜田地域 両親が嫌い 

50代 浜田地域 介護が辛い 

地域との関係性（3件） 

40代 浜田地域 近所の人がノラ猫にエサをやるので年何回も出産し、死んだ猫が家の周り

にいるため。家の周りを手入れしていないので、外灯のあかりが隠れて使

用できない。 

70代以上 浜田地域 よそ者だから私は… 

60代 弥栄地域 相当な変り者がいるから 

まちづくりへの不満（3件） 

50代 浜田地域 今後少子高齢化が進むから 

50代 浜田地域 市に魅力がない 

50代 金城地域 財政破綻しそうな街だから 

商業施設・飲食店の不足(2件) 

10～20代 浜田地域 魅力的な商業施設、遊ぶ所が無い。コンサートホール等、せめて広島市内

ぐらい。 

70代以上 浜田地域 くつろげる喫茶店等がない 

その他（3件） 

70代以上 浜田地域 なんとなく 

50代 金城地域 海が見える場所が良い 

50代 旭地域 実家だから仕方ないけど、浜田市はちょっと 

 

問 11-4 移りたい場所はどこですか？（○は１つ） 

 移りたい場所は、「浜田市外」が最も高く 56.6％、次いで「浜田地域の市街地」が 23.8%と高かった。 

 

 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 浜田地域の市街地 34 23.8

2 浜田地域の市街地郊外 9 6.3

3 今の地域内で便利な所 13 9.1

4 それ以外の浜田市内 6 4.2

5 浜田市外 81 56.6

 不明 32 0.0

 全体 143 100.0

浜田地域の

市街地

23.8%

浜田地域の

市街地郊外

6.3%
今の地域内で

便利な所

9.1%

それ以外の

浜田市内

4.2%

浜田市外

56.6%

n= 143
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（３）いつまでも暮らしていけるまちづくりについて 

問 12 人口減少や少子高齢化により、ご自身の普段の生活に最も影響しそうなことは何ですか？（○は

5つまで） 

 人口減少や少子高齢化により、普段の生活に影響しそうなことは、「閉店等により買い物をする場所が

なくなる」が最も高く 67.3%、次いで「かかりつけの病院がなくなる」が 56.5%と高かった。 

 

 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 閉店等により買い物をする場所がなくなる 671 67.3

2 かかりつけの病院がなくなる 563 56.5

3 保育園や学校等の教育施設が統廃合され、近くの施設がなくなる 213 21.4

4 公共施設が統廃合され、近くの施設がなくなる 234 23.5

5 廃止や減便により鉄道・バスが不便になる 515 51.7

6 道路や上下水道の維持補修ができなくなる 235 23.6

7 空き家や空き地が増加し、防犯・防災上の問題や景観悪化が発生する 421 42.2

8 人のつながりが衰退し、地域活動やお祭り等がなくなる 262 26.3

9 農林業の担い手が不足し、農地や山林が荒廃する 299 30.0

10 その他 24 2.4

 不明 33 0.0

 全体 997 100.0

67.3

56.5

51.7

42.2

30.0

26.3

23.6

23.5

21.4

2.4

0 20 40 60 80

閉店等により買い物をする場所がなくなる（n=671）

かかりつけの病院がなくなる（n=563）

廃止や減便により鉄道・バスが不便になる（n=515）

空き家や空き地が増加し、防犯・防災上の問題や景観悪化が発生する（n=421）

農林業の担い手が不足し、農地や山林が荒廃する（n=299）

人のつながりが衰退し、地域活動やお祭り等がなくなる（n=262）

道路や上下水道の維持補修ができなくなる（n=235）

公共施設が統廃合され、近くの施設がなくなる（n=234）

保育園や学校等の教育施設が統廃合され、近くの施設がなくなる（n=213）

その他（n=24） 997n= 

（％）
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■その他の具体的な内容 

年 代 地 域 その他の内容 

10～20代 浜田地域 大好きな石見神楽が衰退する。 

10～20代 浜田地域 遊べる場所、にぎわう施設がない。新しいものを取入れない。 

30代 浜田地域 お店の出店を阻止する 

30代 浜田地域 子どもたちが減り、街の活気がなくなる、高齢者を支える若者の負担が増

える→介護、税金面など 

30代 浜田地域 ドライバー不足により、ネット注文品など、配達物が遅延したり等の影響が

出てくる事。※欲しい物が手に入りにくくなってくると思う。 

40代 浜田地域 支払う税金、年金等が高くなる。 

40代 浜田地域 よくわからない 

40代 浜田地域 となりの家の瓦が落ちて困っている 

40代 浜田地域 普通に生活するには困らない。町内会とかは無くせばいい。 

50代 浜田地域 物価高、税金が高い 

50代 浜田地域 外食する店の選択肢が狭い 

70代以上 浜田地域 現在は自分で運転しているが、バスも、バス停まで遠いから不便です 

70代以上 浜田地域 若い時からもっと考えてしっかり貯金すれば良かったのに、ボーっとして

た。よく働いてたのにだまされてばかり。賢くなかった。 

70代以上 浜田地域 別になし 

50代 旭地域 草刈や行事の負担が増える 

50代 旭地域 次の設問に、育児、子育て環境の強化が入らない 

50代 旭地域 チェック項目全部当てはまる 

70代以上 旭地域 どうでもいい 

30代 三隅地域 年とって、配偶者死んで、子どもが別居になって自分で車の運転もできな

くなったら、こんな過疎地域で大きな家と土地だけあっても坂もあって１人

で生きていける気はしないが、金も残ってなくて孤独死してそう。 

70代以上 三隅地域 年取ると車にのれず出回る事出来なく成る 

10～20代 不明 経済の悪化、賃金の低下の懸念、希望する職種がない。 
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問 13 浜田市をいつまでも暮らしていけるまちにしていくため、あなたの考えに最も近いものはどれ

ですか？（○は 1つ） 

 浜田市をいつまでも暮らしていけるまちにしていくための考えは、「徒歩や公共交通で移動できる範囲

に店舗・病院・公共施設等を集め、なるべくその周辺に住むことでまちの効率化を進める」が最も高く

60.9%、次いで「わからない」が 23.7%と高かった。 

 

  

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1
徒歩や公共交通で移動できる範囲に店舗・病
院・公共施設等を集め、なるべくその周辺に
住むことでまちの効率化を進める

586 60.9

2
住民負担が増加しても、いまの道路・下水道・
学校等の公共施設や公共交通を維持する

115 11.9

3
大幅な住民負担を行ってでも、郊外型の住宅
開発やそれに伴う道路・下水道・学校等の公
共施設・公共交通の整備を積極的に行う

34 3.5

4 わからない 228 23.7

 不明 67 0.0

 全体 963 100.0

60.9%

11.9%

3.5%

23.7%

徒歩や公共交通で移動できる範囲

に店舗・病院・公共施設等を集め、

なるべくその周辺に住むことでま

ちの効率化を進める

住民負担が増加しても、いまの道

路・下水道・学校等の公共施設や公

共交通を維持する

大幅な住民負担を行ってでも、郊

外型の住宅開発やそれに伴う道

路・下水道・学校等の公共施設・公

共交通の整備を積極的に行う

わからない

n=963
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問 14 運転免許が無い、又は免許返納により自家用車を使用しないと想定した場合に、住みたい場所

について最も当てはまるものはどれですか？（○は 1つ） 

 自家用車を使用しないと想定した場合に住みたい場所は、「日常生活に必要な施設は徒歩圏内で、た

まに行く施設へは公共交通を利用して行ける」が最も高く 49.6%、次いで「ほとんどの施設が徒歩圏

内にそろう」が 29.0%と高かった。 

 

  

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 ほとんどの施設が徒歩圏内にそろう 207 29.0

2
日常生活に必要な施設は徒歩圏内で、たまに
行く施設へは公共交通を利用して行ける

354 49.6

3
ほとんどの施設が徒歩圏内にないが、公共交
通を利用して必要な施設へ行ける

125 17.5

4
日常生活に必要な施設や公共交通がなくて
も、自然豊かな場所

27 3.8

 不明 317 0.0

 全体 713 100.0

29.0%

49.6%

17.5%

3.8%

ほとんどの施設が徒歩圏内にそ

ろう

日常生活に必要な施設は徒歩圏

内で、たまに行く施設へは公共

交通を利用して行ける

ほとんどの施設が徒歩圏内にな

いが、公共交通を利用して必要

な施設へ行ける

日常生活に必要な施設や公共交

通がなくても、自然豊かな場所

n= 713
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問 15 自家用車を使用しないと想定した場合に、自宅から、徒歩や鉄道・バスなどで無理なく行ける範

囲に、特に必要だと思う施設はどれですか？（○は5つまで） 

 自家用車を使用しないと想定した場合に徒歩圏に必要だと思う施設は、「食料品・生活用品の店舗」が

最も高く 93.0%、次いで「身近な診療所」が 61.1%と高かった。 

 

 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 食料品・生活用品等の店舗 941 93.0

2 衣料品・家具・趣味品等の店舗 228 22.5

3 コンビニ・ドラッグストア 466 46.0

4 市役所・支所 382 37.7

5 大規模な病院 350 34.6

6 身近な診療所 618 61.1

7 福祉施設（高齢者・障がい者） 153 15.1

8 小・中学校等の教育施設 163 16.1

9 保育所・子育て支援センター等の子育て施設 47 4.6

10 郵便局・銀行等の金融機関 539 53.3

11 図書館・文化ホール等の文化施設 71 7.0

12 まちづくりセンター・集会所等の交流施設 109 10.8

13 身近な公園・広場 105 10.4

14 その他 6 0.6

 不明 18 0.0

 全体 1,012 100.0

93.0

61.1

53.3

46.0

37.7

34.6

22.5

16.1

15.1

10.8

10.4

7.0

4.6

0.6

0 50 100

食料品・生活用品等の店舗（n=941）

身近な診療所（n=618）

郵便局・銀行等の金融機関（n=539）

コンビニ・ドラッグストア（n=466）

市役所・支所（n=382）

大規模な病院（n=350）

衣料品・家具・趣味品等の店舗（n=228）

小・中学校等の教育施設（n=163）

福祉施設（高齢者・障がい者）（n=153）

まちづくりセンター・集会所等の交流施設（n=109）

身近な公園・広場（n=105）

図書館・文化ホール等の文化施設（n=71）

保育所・子育て支援センター等の子育て施設（n=47）

その他（n=6）
1,012n= 

（％）
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問 16 商業施設や病院等の日常的に利用する施設まで、自宅から片道何分くらいであれば徒歩で利用

しますか？（○は１つ） 

 日常的に利用する施設まで徒歩で利用する距離（片道の時間）は、「徒歩 10 分以内」が最も高く

35.6%、次いで「徒歩 15分以内」が 29.4%と高かった。 

 不動産広告の基準では、徒歩 15 分は約 1.2km とされており、徒歩圏を意識して施設を整備する際に

は、居住地域から約 1.2km圏内を意識することが有効と考えられる。 

 徒歩 25 分以上と回答した方への具体的な時間に関する設問では、７割が「30 分以上～45 分未満」

と回答している。 

 

 

 

■徒歩25分以上と回答した方への具体的な時間に関する回答結果 

※数値で回答された結果を加工して作成 

 

 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 徒歩５分以内 86 8.6

2 徒歩10分以内 357 35.6

3 徒歩15分以内 295 29.4

4 徒歩20分以内 166 16.5

5 徒歩25分以内 52 5.2

6 徒歩25分以上 48 4.8

 不明 26 0.0

 全体 1,004 100.0

徒歩５分以内

8.6%

徒歩10分以内

35.6%

徒歩15分以内

29.4%

徒歩20分以内

16.5%

徒歩25分以内

5.2%

徒歩25分以上

4.8%
n=1,026

No. カテゴリー名 ｎ %

1 25分以上～30分未満 0 0.0

2 30分以上～45分未満 17 70.8

3 45分以上～60分未満 3 12.5

4 60分以上 4 16.7

 不明 1,006 0.0

 全体 24 100.0 30分以上～

45分未満

70.8%

45分以上～

60分未満

12.5%

60分以上

16.7%

n=357
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問 17 浜田市に新たにできたらよい、増えたらよいと思う施設は何ですか？（自由記述） 

 浜田市に新たにできたらよい、増えたらよいと思う施設に対する回答は、「映画館」「書店」が多い結果

となった。 

 

■ワードクラウド（出現頻度準） 

 

※ユーザーローカルAI テキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ） 

 

■出現頻度の高かった単語 

単 語 出現回数 単 語 出現回数 

映画館 179 子どもの遊び場 17 

書店 117 イオン 17 

カフェ 82 gu 15 

スーパー 77 回転寿司 15 

飲食店 48 ニトリ 15 

ユニクロ 44 ミスタードーナツ 13 

公園 39 ファミリーレストラン 12 

スターバックス 22 はま寿司 11 

飲食チェーン店 20 ケンタッキーフライドチキン 11 

病院 20 スポーツ施設 10 

スポーツ用品店 19 ダイレックス 10 

※10票以上かつ施設の種類を示す単語のみを抽出   
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（４）災害に強いまちづくりについて 

問 18 あなたが住んでいる場所の災害リスクについて、認識していますか？（○は１つ） 

 災害リスクに関する認識については、「どんな災害リスクがあるか把握している」が最も高く45.2%、次

いで「災害リスクがあると思うが正確には把握していない」が 44.3%と高かった。 

 

 

問 19 あなたが災害対策として行っていることは何ですか？（○はいくつでも） 

 災害対策として行っていることは、「避難所や避難経路の確認」が最も高く 59.8％、次いで「食料や飲

料水、生活必需品等の備蓄」が 47.1%と高かった。 

 

 

 

 

No. カテゴリー名 ｎ %

1
どんな災害リスクがあるか把握
している

453 45.2

2
災害リスクがあると思うが正確
には把握していない

444 44.3

3 身の回りに災害リスクは無い 36 3.6

4 わからない 70 7.0

 不明 27 0.0

 全体 1,003 100.0

どんな災害リスクが

あるか把握している

45.2%
災害リスクがあると

思うが正確には把握

していない

44.3%

身の回りに災害

リスクは無い

3.6%

わからない

7.0%
n=1,003

No. カテゴリー名 ｎ %

1 避難所や避難経路の確認 592 59.8

2 食料や飲料水、生活必需品等の備蓄 466 47.1

3 ラジオや懐中電灯、医薬品等の準備 425 42.9

4 タンス等の家具の固定 111 11.2

5 防災訓練への参加 170 17.2

6 応急手当の知識習得 84 8.5

7 非常時の行動について家族等との話し合い 224 22.6

8 その他 56 5.7

 不明 40 0.0

 全体 990 100.0

59.8

47.1

42.9

22.6

17.2

11.2

8.5

5.7

0 20 40 60 80

避難所や避難経路の確認（n=592）

食料や飲料水、生活必需品等の備蓄（n=466）

ラジオや懐中電灯、医薬品等の準備（n=425）

非常時の行動について家族等との話し合い（n=224）

防災訓練への参加（n=170）

タンス等の家具の固定（n=111）

応急手当の知識習得（n=84）

その他（n=56） 990n= 

（％）
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■その他の具体的な内容 

年 代 地 域 その他の内容 

未実施（38件） 

10～20代 浜田地域 してない 

30代 浜田地域 特にしていない 

30代 浜田地域 特に何もしていない 

30代 浜田地域 何もしていない 

30代 浜田地域 特に行っていない 

40代 浜田地域 ない 

40代 浜田地域 特に無し 

50代 浜田地域 やろうと思いつつ行動していない。 

50代 浜田地域 特に無し 

60代 浜田地域 特にしていない 

60代 浜田地域 必要だとは思っているが行っていない。 

60代 浜田地域 今の所、対策何もしていない 

60代 浜田地域 何もしていない 

70代以上 浜田地域 何も考えてない 

70代以上 浜田地域 特に有りません 

70代以上 浜田地域 何んにもしていない！ 

70代以上 浜田地域 別になにもしていない 

70代以上 浜田地域 何もしていない 

70代以上 浜田地域 自分個人では無い。同居の長女が行っている 

30代 金城地域 特になし 

30代 金城地域 なし 

40代 金城地域 特に何もしていません。 

40代 旭地域 していない 

50代 旭地域 ない 

50代 旭地域 特にしていない 

70代以上 旭地域 今の所何も考えていない 

40代 弥栄地域 何もしていない 

40代 弥栄地域 特にしてません 

60代 弥栄地域 何もしてない 

不明 弥栄地域 防災訓練への参加ができない。病院通院のため。 

10～20代 三隅地域 まだ何も考えていない 

30代 三隅地域 してない 

30代 三隅地域 特になし 

40代 三隅地域 何もしていない 

40代 三隅地域 していない、しないといけないとは思っている 
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年 代 地 域 その他の内容 

50代 三隅地域 特になし 

10～20代 不明 何もしていない 

50代 不明 特に何もしていない 

情報共有・コミュニケーション（4件） 

50代 浜田地域 近所との情報共有 

60代 浜田地域 職場での研修、BCP、地域の研修ハザードマップ確認等 

70代以上 浜田地域 町内会の人との話題にして、共有 

60代 弥栄地域 集落で意識共有している、防災訓練への積極参加をしている。 

備蓄・防災グッズ準備（4件） 

30代 浜田地域 防災バックの準備 

40代 浜田地域 電気がとまった時に使える卓上コンロや灯油ストーブの購入 

50代 浜田地域 防災のときにもち出す用のリュックの準備。 

50代 浜田地域 外出時に災害にあった場合を考えて、車に災害グッズを乗せている。 

住宅・立地対策（２件） 

30代 浜田地域 リスクのない場所に住む 

70代以上 金城地域 高台に居住しており安全を考えている 

その他（4件） 

60代 浜田地域 地震ライブ、宇宙天気予報毎日観る 

70代以上 浜田地域 トイレ 

60代 旭地域 歩いて避難できる所はレッドゾーン、イエローゾーンばかりで、どこに避難

すれば良いのでしょう。避難場所に指定されている所もイエローゾーンで

す 

50代 弥栄地域 インターネット通信の確保 
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問20 行政に、災害対策として行ってほしいことは何ですか？（○は３つまで） 

 行政に求める災害対策は、「河川堤防等の水害対策」が最も高く 43.3%、次いで「道路や橋・トンネル

の補強」が 38.0%と高かった。 

   

 

 

 

 

■その他の具体的な内容 

年 代 地 域 その他の内容 

10～20代 浜田地域 埋設配管の耐震化 

30代 浜田地域 特になし 

30代 浜田地域 農地・林地保全 

30代 浜田地域 ペットも連れていける避難所 

40代 浜田地域 各家庭に防災無線設置 

50代 浜田地域 わからない。 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 住宅の耐震化・不燃化 225 22.9

2 公共施設の耐震化 163 16.6

3 河川堤防等の水害対策 425 43.3

4 砂防ダム等の土砂災害対策 191 19.5

5 道路や橋・トンネルの補強 373 38.0

6 避難のための道路拡幅 165 16.8

7 災害が少ない場所での住宅整備 94 9.6

8 SNS等の防災情報の強化 148 15.1

9 避難所の設置・充実 343 35.0

10 地域の防災組織への支援 106 10.8

11 避難訓練の充実 47 4.8

12 その他 38 3.9

 不明 49 0.0

 全体 981 100.0

43.3

38.0

35.0

22.9

19.5

16.8

16.6

15.1

10.8

9.6

4.8

3.9

0 20 40 60

河川堤防等の水害対策（n=425）

道路や橋・トンネルの補強（n=373）

避難所の設置・充実（n=343）

住宅の耐震化・不燃化（n=225）

砂防ダム等の土砂災害対策（n=191）

避難のための道路拡幅（n=165）

公共施設の耐震化（n=163）

SNS等の防災情報の強化（n=148）

地域の防災組織への支援（n=106）

災害が少ない場所での住宅整備（n=94）

避難訓練の充実（n=47）

その他（n=38） 981n= 

（％）
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年 代 地 域 その他の内容 

50代 浜田地域 生活必需品の備蓄・配布 

50代 浜田地域 道・道路をつくってほしい。 

50代 浜田地域 災害リスクのある法面の補強工事 

50代 浜田地域 防災無線の整備、充実 

60代 浜田地域 避難所の冷暖房。ＴＶ等の設置。 

60代 浜田地域 高齢者、身障者に対する啓発活動 

60代 浜田地域 空き家の撤去。 

60代 浜田地域 防災無線が聞き取りにくい、江津市のように世帯に 1つにして 

60代 浜田地域 浜田市として他の自治体にないような目立つことをしてほしい。防災セット

を各戸に無料配布等。 

70代以上 浜田地域 しかたない 

70代以上 浜田地域 特に浜田市の防災報送が聞き取れない所が有ります。竹迫の上の方は聞

き取れません。 

70代以上 浜田地域 他人の山の木が大きくなり家にかかり倒れると屋根がつぶれそう。その木

が倒れると川を塞ぎ洪水になる 

70代以上 浜田地域 国分町ふれあい広場。建物がない 

30代 金城地域 特になし 

30代 金城地域 なし 

40代 金城地域 避難所の体育館へのエアコン設置 

60代 金城地域 自宅ウラ山の整備をしてほしい 

70代以上 金城地域 使わないが、使えるものを集め集約し災害時の使用を考慮保管する。そ

れに費用が発生しない様、地区の行事とし入替え管理をすれば負担軽減

と在庫管理ができます。 

50代 旭地域 道路に面した木や雑草の剪定(普通の状態で道路に迫り出してるので、少

しでも崩れたら木などが道路を塞ぐから) 

50代 旭地域 危ない空き家などのたてこわし 

70代以上 旭地域 道路のヒビ割れなど見てほしい 

70代以上 旭地域 無し 行政に期待しない 

10～20代 弥栄地域 避難所となる学校体育館の設備強化、冷・暖房等。 

60代 弥栄地域 携帯の電波が良くはいる様にして 

不明 弥栄地域 わからない。 

50代 三隅地域 特になし 

60代 三隅地域 津波への対策 

10～20代 不明 わからない 

10～20代 不明 南海トラフなどでは、他地域の被災者を受け入れる立場になると思うの

で、そのキャパや避難先・物資の確保が必要。 
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問 21 災害リスクがある場所へ住むことについて、あなたの考えに最も近いものはどれですか？（○は

１つ） 

 災害リスクがある場所へ住むことに関する考えは、「多少の災害リスクがあっても、安全対策をすれば

住んでもよい」が最も高く 65.6%、次いで「少しでも災害リスクがある場所には住むべきではない」が

33.5%と高かった。。 

 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1
少しでも災害リスクがある場所
には住むべきでない

334 33.5

2
多少の災害リスクがあっても、
安全対策をすれば住んでもよい

655 65.6

3
災害リスクは気にしなくてもよ
い

9 0.9

 不明 32 0.0

 全体 998 100.0

少しでも災害リスク

がある場所には住む

べきでない

33.5%
多少の災害リスクが

あっても、安全対策を

すれば住んでもよい

65.6%

災害リスクは気に

しなくてもよい

0.9%
n= 998
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３．クロス集計 

問 7 現在居住する建物の形態についてお答えください（○は１つ） 

 居住する建物の形態は、高齢になるほど「一戸建ての持ち家（家族所有を含む）」が高くなる傾向がある。 

 70代以上の約９割が「一戸建ての持ち家（家族所有を含む）」に居住している。 

 若年層は、高齢層に比べて「賃貸のマンション・アパート」の割合が高い。 

 

■年代別 

 

 

 

 金城地域、三隅地域は９割以上が「一戸建ての持ち家（家族所有を含む）」に居住している。 

 弥栄地域は、他の地域に比べて、「一戸建ての借家」と「高齢者施設」の割合が高い。 

 「賃貸のマンション・アパート」の割合が高いのは浜田地域であった。 

 

■地域別 

 

  

78.1

53.7

60.6

74.6

76.5

88.2

89.0

5.0

8.5

5.1

7.7

5.9

3.3

3.2

1.6

1.2

2.9

2.8

1.2

1.9

0.4

11.7

26.8

23.4

12.7

12.9

4.7

5.3

2.3

9.8

5.1

2.1

2.9

0.4

0.4

0.5

1.1

1.0

2.9

0.6

1.4

0.7

0 20 40 60 80 100

全体(n=1028)

10～20代(n=82)

30代(n=137)

40代(n=142)

50代(n=170)

60代(n=212)

70代以上(n=282)

一戸建ての持ち家（家族所有を含む） 一戸建ての借家
分譲のマンション・アパート 賃貸のマンション・アパート
寮・社宅 高齢者施設
その他

（％）

78.1

74.9

94.4

79.7

61.2

92.9

5.0

5.2

1.4

4.7

18.4

2.7

1.6

1.8

2.0

11.7

14.7

1.4

7.8

8.2

2.7

2.3

2.3

1.4

7.8

1.8

0.4

8.2

1.0

1.1

1.4

2.0

0 20 40 60 80 100

全体(n=1028)

浜田地域(n=653)

金城地域(n=71)

旭地域(n=64)

弥栄地域(n=49)

三隅地域(n=113)

一戸建ての持ち家（家族所有を含む） 一戸建ての借家
分譲のマンション・アパート 賃貸のマンション・アパート
寮・社宅 高齢者施設
その他

（％）
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問８ 普段、どのくらいの頻度で外出しますか？（○は１つ） 

 10～50 代は６割以上が週 5 日以上外出しているが、定年退職者が増える６０代以上からは外出頻度

が下がる。 

 

■年代別 

 

 

 

 旭地域、弥栄地域は他の地域に比べて外出頻度が低い。 

 金城地域は、「月に数回程度」外出する割合が他の値域に比べて高い。 

 

■地域別 

 

  

54.5

67.5

62.8

62.0

67.6

58.4

32.7

17.6

12.0

7.3

10.6

11.2

19.1

30.6

18.0

9.6

21.2

13.4

15.3

15.8

24.1

7.7

10.8

7.3

13.4

4.1

4.3

9.0

2.2

1.5

0.7

1.8

2.4

3.6

0 20 40 60 80 100

全体(n=1023)

10～20代(n=83)

30代(n=137)

40代(n=142)

50代(n=170)

60代(n=209)

70代以上(n=278)

週５回以上 週３～４回程度 週１～２回程度 月に数回程度 月に１回以下

（％）

54.5

58.4

49.3

40.6

38.8

51.3

17.6

18.3

19.4

15.6

16.3

13.3

18.0

15.5

14.9

29.7

24.5

23.0

7.7

5.5

16.4

12.5

12.2

10.6

2.2

2.3

1.6

8.2

1.8

0 20 40 60 80 100

全体(n=1023)

浜田地域(n=652)

金城地域(n=67)

旭地域(n=64)

弥栄地域(n=49)

三隅地域(n=113)

週５回以上 週３～４回程度 週１～２回程度 月に数回程度 月に１回以下

（％）
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問９ 普段の交通手段についてお答えください 一番多い交通手段（○は１つ） 

 ３０代～60代は８割～９割以上が「車・バイクを運転」している。 

 10～20 代は、「家族等の送迎車」「自転車」の割合が高かった。また、70 代以上よりも「バス」を利用し

ている割合が高い。 

 70 代以上は、「家族等の送迎車」「タクシー」「徒歩」が他の世代より高かった。しかしながら７割が「車・

バイクを運転」しており、自家用車依存となっている。 

 

■年代別 

 

 

 

 浜田地域は他の地域よりも「徒歩」の割合が高い。 

 金城地域、旭地域、三隅地域は「車・バイクを運転」の割合が他の地域に比べて高い。 

 弥栄地域は、「施設の送迎車」「バス」の割合が他の地域に比べて高い。 

 

■地域別 

 

  

83.1

73.5

83.9

95.8

91.2

90.1

69.3

6.0

8.4

4.4

1.8

3.3

13.4 1.8

2.4

4.8

3.6

1.8

3.2

1.2

2.2

2.9

2.3

8.4

2.4

2.5

3.4

3.6

4.4

2.4

2.4

5.41.1

0 20 40 60 80 100

全体(n=1025)

10～20代(n=83)

30代(n=137)

40代(n=142)

50代(n=170)

60代(n=212)

70代以上(n=277)

車・バイクを運転 家族等の送迎車 施設の送迎車 バス 鉄道

タクシー 自転車 シニアカー 徒歩 その他

（％）

83.1

82.1

90.1

92.2

79.2

88.5

6.0

5.4

7.0

6.3

6.3

8.8

6.3

2.4

2.8

6.3

2.3

2.6

1.4

1.6

3.4

4.1

1.4

2.1

0 20 40 60 80 100

全体(n=1025)

浜田地域(n=653)

金城地域(n=71)

旭地域(n=64)

弥栄地域(n=48)

三隅地域(n=113)

車・バイクを運転 家族等の送迎車 施設の送迎車 バス 鉄道

タクシー 自転車 シニアカー 徒歩 その他

（％）



38 

 

問９ 普段の交通手段についてお答えください 二番目に多い交通手段（○は１つ） 

 いずれの年代も「家族等の送迎車」と「徒歩」の割合が高い。 

 70代以上は「タクシー」の割合が他の年代に比べて高い。 

 

■年代別 

 

 

 

 弥栄地域は、「施設の送迎車」「タクシー」の割合が他の地域に比べて高く、「徒歩」の割合が低い。 

 

■地域別 

 

  

5.2

1.4

9.9

7.8

3.8

4.8

3.5

41.8

58.0

48.8

47.4

42.4

36.1

32.5

1.5

5.0

0.9

0.6

2.0

9.8

7.2

6.6

3.4

9.8

12.0

14.5

1.6

1.4

0.8

3.8

1.8

1.5

6.4

1.7

3.4

4.5

5.4

15.0

5.3

10.1

3.3

0.9

7.6

6.6

5.0
0.5

27.3

20.3

24.0

33.6

26.5

31.3

25.5

1.0

1.4

2.6

1.5

1.2

0 20 40 60 80 100

全体(n=807)

10～20代(n=69)

30代(n=121)

40代(n=116)

50代(n=132)

60代(n=166)

70代以上(n=200)

車・バイクを運転 家族等の送迎車 施設の送迎車 バス 鉄道

タクシー 自転車 シニアカー 徒歩 その他

（％）

5.2

5.0

7.5

10.0

5.7

41.8

41.4

56.0

30.0

40.0

45.5

1.5

0.9

4.0

2.5

6.7

1.1

9.8

9.4

10.0

12.5

10.0

12.5

1.6

1.5

2.5

4.5

6.4

7.6

2.5

16.7

5.3

5.2

4.0

2.5

5.7

2.0

27.3

28.3

24.0

32.5

13.3

25.0

1.0

0.7

7.5

3.3

0 20 40 60 80 100

全体(n=807)

浜田地域(n=541)

金城地域(n=50)

旭地域(n=40)

弥栄地域(n=30)

三隅地域(n=88)

車・バイクを運転 家族等の送迎車 施設の送迎車 バス 鉄道

タクシー 自転車 シニアカー 徒歩 その他

（％）



39 

 

問９ 普段の交通手段についてお答えください 三番目に多い交通手段（○は１つ） 

 いずれの年代も「徒歩」の割合が高い。 

 高齢になるほど「タクシー」の割合が高くなる傾向がある。 

 

■年代別 

 

 

 

 金城地域と弥栄地域は、「タクシー」の割合が他の地域に比べて高い。 

 三隅地域は、「鉄道」の割合が他の地域に比べて高い。 

 

■地域別 

 

  

3.8

1.6

5.6

5.2

3.8

2.3

3.8

9.2

6.3

13.1

12.4

4.8

9.8

8.3

1.5

3.2

1.0

0.8

3.2

16.6

19.0

13.1

18.6

16.3

18.8

15.4

7.4

14.3

9.3

5.2

8.7

7.5

3.8

13.1

3.2

6.5

7.2

13.5

10.5

27.6

3.6

4.8

2.8

4.1

4.8

4.5

1.9

0.5

0.8

1.3

40.3

46.0

46.7

38.1

42.3

42.1

32.1

3.9

1.6

2.8

8.2

5.8

3.0

2.6

0 20 40 60 80 100

全体(n=662)

10～20代(n=63)

30代(n=107)

40代(n=97)

50代(n=104)

60代(n=133)

70代以上(n=156)

車・バイクを運転 家族等の送迎車 施設の送迎車 バス 鉄道

タクシー 自転車 シニアカー 徒歩 その他

（％）

3.8

2.4

2.5

10.0

4.0

8.5

9.2

9.8

5.0

6.7

8.0

8.5

1.5

1.8

2.5

3.3

16.6

17.3

25.0

23.3

12.0

8.5

7.4

6.7

5.0

6.7

4.0

14.1

13.1

13.3

25.0

6.7

20.0

7.0

3.6

4.4

4.0

0.5

0.2

2.5

4.0

40.3

41.1

27.5

30.0

36.0

47.9

3.9

2.9

5.0

13.3

8.0

5.6

0 20 40 60 80 100

全体(n=662)

浜田地域(n=450)

金城地域(n=40)

旭地域(n=30)

弥栄地域(n=25)

三隅地域(n=71)

車・バイクを運転 家族等の送迎車 施設の送迎車 バス 鉄道

タクシー 自転車 シニアカー 徒歩 その他

（％）
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問 10 住む場所として重視することは何ですか？（○は５つまで） 

 いずれの年代も、「日常利用するお店等からの距離」が高い。 

 60代～70代以上は、「先祖代々の土地」「病院や介護施設からの距離」が若い世代に比べて高い。 

 40代以下は、「住宅の価格・家賃」「職場からの距離」が高齢世代に比べて高い。 
 

■年代別 

  

 

 全体では、「日常利用するお店等からの距離」「地域の雰囲気（近所付き合い、地域活動等）」が高い。

ただし、旭地域では「地域の雰囲気（近所付き合い、地域活動等）」が他の地域に比べて低く、弥栄地域

では「日常利用するお店等からの距離」が他の地域に比べて低い。 
 

■地域別 

 
  

27.4

8.6

7.3

20.6

24.3

35.4

42.2

27.3

48.1

48.9

44.0

30.2

17.2

7.6

42.1

37.0

49.6

48.9

38.5

41.1

38.9

33.4

55.6

49.6

51.8

43.2

27.3

8.4

50.9

53.1

48.2

44.0

52.1

55.5

51.3

11.4

4.9

5.8

5.7

7.7

17.7

16.7

36.9

16.0

13.9

31.9

39.1

47.4

48.0

16.9

29.6

35.0

29.1

14.8

9.6

5.1

3.1

8.6

12.4

4.3

0.5

10.7

6.2

17.5

11.3

14.8

10.5

6.2

33.5

35.8

24.8

36.2

45.0

33.5

28.7

24.3

22.2

18.2

22.0

27.2

27.8

24.7

22.9

16.0

22.6

24.1

30.2

21.5

21.1

29.1

14.8

29.9

31.2

29.6

25.4

34.5

19.3

9.9

16.8

11.3

19.5

19.1

27.6

2.2

3.7

4.4

1.4

2.4

1.9

1.1

0 50 100 150 200 250 300 350 400

全体(n=1015)

10～20代(n=81)

30代(n=137)

40代(n=141)

50代(n=169)

60代(n=209)

70代以上(n=275)

先祖代々の土地 住宅の価格・家賃 地域の雰囲気（近所付き合い、地域活動等）

職場からの距離 日常利用するお店等からの距離 役所等の公共施設からの距離

病院や介護施設からの距離 幼稚園・保育所・学校等からの距離 子どもの遊び場からの距離

まちなみや景観の良さ 道路の利便性 バス・鉄道等の利便性

防犯上の安全性 災害に対する安全性 自然環境の豊かさ

その他

（％）

27.4

23.2

35.2

35.9

36.2

36.6

27.3

29.7

18.3

21.9

29.8

24.1

42.1

41.0

45.1

29.7

46.8

47.3

33.4

34.1

39.4

31.3

38.3

29.5

50.9

54.0

47.9

45.3

31.9

50.0

11.4

10.5

12.7

15.6

17.0

9.8

36.9

38.1

33.8

39.1

44.7

29.5

16.9

19.2

15.5

17.2

19.1

9.8

10.7

10.5

14.1

14.1

17.0

8.0

33.5

33.4

40.8

31.3

31.9

34.8

24.3

25.4

21.1

23.4

21.3

23.2

22.9

22.9

28.2

18.8

10.6

21.4

29.1

31.4

26.8

25.0

21.3

27.7

19.3

17.0

29.6

17.2

34.0

21.4

0 50 100 150 200 250 300 350 400

全体(n=1015)

浜田地域(n=646)

金城地域(n=71)

旭地域(n=64)

弥栄地域(n=47)

三隅地域(n=112)

先祖代々の土地 住宅の価格・家賃 地域の雰囲気（近所付き合い、地域活動等）

職場からの距離 日常利用するお店等からの距離 役所等の公共施設からの距離

病院や介護施設からの距離 幼稚園・保育所・学校等からの距離 子どもの遊び場からの距離

まちなみや景観の良さ 道路の利便性 バス・鉄道等の利便性

防犯上の安全性 災害に対する安全性 自然環境の豊かさ

その他

（％）
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問 11-1 これからも現在の場所に住み続けたいと思いますか？（○は１つ） 

 年齢が若いほど「これからも住み続けたい」意向が低く、「今の場所から移りたい」意向が高い。 

 

■年代別 

 

 

 

 居住意向の地域差は小さいが、旭地域は他の地域に比べて「できれば今の場所から移りたい」「今の場

所から移りたい」意向が高い。 

 

■地域別 

 

  

45.9

28.4

34.6

40.0

38.3

50.5

61.4

32.8

34.6

36.0

35.0

39.5

31.1

26.2

10.8

12.3

14.7

12.1

12.0

10.7

7.1

6.7

18.5

9.6

8.6

6.6

5.3

1.9

3.9

6.2

5.1

4.3

3.6

2.4

3.4

0 25 50 75 100

全体(n=1001)

10～20代(n=81)

30代(n=136)

40代(n=140)

50代(n=167)

60代(n=206)

70代以上(n=267)

これからも住み続けたい どちらかと言えば住み続けたい できれば今の場所から移りたい

今の場所から移りたい わからない

（％）

45.9

46.7

43.5

42.9

37.5

44.0

32.8

32.0

31.9

25.4

39.6

40.4

10.8

10.8

10.1

20.6

14.6

6.4

6.7

6.9

8.7

9.5

2.1

5.5

3.9

3.6

5.8

1.6

6.3

3.7

0 25 50 75 100

全体(n=1001)

浜田地域(n=638)

金城地域(n=69)

旭地域(n=63)

弥栄地域(n=48)

三隅地域(n=109)

これからも住み続けたい どちらかと言えば住み続けたい できれば今の場所から移りたい

今の場所から移りたい わからない

（％）
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問 11-２ 住み続けたい理由は何ですか？（○は５つまで） 

※問 11-1 で住み続けたいと回答した方への設問 

 10～30 代は「保育園や学校等の教育施設が近くにあるから」と回答している割合が他の年代より高く、

自身や子どもの通学先などがあるため住み続けたいと考えていることが予想される。 

 60 代以上は、「病院や介護施設が近くにあるから」の割合が高く、自身の通院・通所先があるため住み

続けたいと考えている。 

 高齢になるほど、「家を持っているから」「農地や土地があるから」「気の知れた近所の人がいるから」と

いった理由で住み続けたいと考える割合が高く、若年層ほど、「職場が近くにあるから」住み続けたいと

考える割合が高い。 

■年代別 

 

 

 地域別では大きな傾向の違いはなかったが、浜田地域よりも金城地域、旭地域、弥栄地域、三隅地域

は、「農地や土地があるから」「気の知れた近所の人がいるから」の割合が高かった。 

■地域別 

 

  

78.0

33.3

64.6

78.1

80.8

85.5

86.6

28.7

11.8

11.5

29.5

26.9

34.9

35.5

34.8

19.6

22.9

32.4

23.8

38.6

48.1

10.8

23.5

10.4

10.5

5.4

10.8

11.3

22.4

35.3

34.4

32.4

30.8

21.7

6.1

15.9

13.7

13.5

11.4

16.2

22.9

14.3

11.4

6.3

6.2

16.9

17.7

19.2

9.8

8.3

8.6

10.8

21.1

34.2

8.6

19.6

26.0

12.4

9.9

11.8

10.4

7.6

15.4

12.0

13.1

7.6

9.2

16.9

20.3

11.1

9.4

9.2

13.3

16.5

22.3

21.6

24.0

21.0

21.5

19.3

24.7

6.0

15.7

6.3

6.7

8.5

4.8

0 50 100 150 200 250 300

全体(n=781)

10～20代(n=51)

30代(n=96)

40代(n=105)

50代(n=130)

60代(n=166)

70代以上(n=231)

家を持っているから 農地や土地があるから 気の知れた近所の人がいるから

地域活動やお祭り等の交流があるから 職場が近くにあるから 商業施設や飲食店が近くにあるから

役所等の公共施設が近くにあるから 病院や介護施設が近くにあるから 保育園や学校等の教育施設が近くにあるから

スポーツ施設や文化施設が近くにあるから まちなみや景観が良いから 子どもの遊び場が近くにあるから

道路や下水道が整っているから バス・鉄道等の公共交通が便利だから 避難所等の防災施設が近くにあるから

自然が豊かだから その他

（％）

78.0

76.5

88.5

76.7

56.8

84.8

28.7

21.1

48.1

53.5

56.8

38.0

34.8

33.0

48.1

46.5

35.1

40.2

10.8

9.5

15.4

11.6

13.5

13.0

22.4

23.9

26.9

11.6

29.7

17.4

15.9

21.5

7.7

11.4

12.7

13.5

7.0

8.1

19.2

21.3

13.5

14.0

21.6

8.7

8.6

9.7

11.5

10.8

9.9

9.9

13.5

14.0

16.2

13.1

13.5

11.5

14.0

12.0

11.1

13.3

8.7

22.3

17.7

36.5

37.2

54.1

21.7

6.0

6.0

3.8

7.0

10.8

4.3

0 50 100 150 200 250 300 350

全体(n=781)

浜田地域(n=497)

金城地域(n=52)

旭地域(n=43)

弥栄地域(n=37)

三隅地域(n=92)

家を持っているから 農地や土地があるから 気の知れた近所の人がいるから

地域活動やお祭り等の交流があるから 職場が近くにあるから 商業施設や飲食店が近くにあるから

役所等の公共施設が近くにあるから 病院や介護施設が近くにあるから 保育園や学校等の教育施設が近くにあるから

スポーツ施設や文化施設が近くにあるから まちなみや景観が良いから 子どもの遊び場が近くにあるから

道路や下水道が整っているから バス・鉄道等の公共交通が便利だから 避難所等の防災施設が近くにあるから

自然が豊かだから その他

（％）
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問 11-３ 別の場所に移りたい理由は何ですか？（○は５つまで） 

※問 11-1 で別の場所へ移りたいと回答した方への設問 

 10～20 代は「近所の付き合いが大変だから」「職場が遠いから」「子どもの遊び場が遠いから」の割合

が他の年代より高く、雇用の創出や子育て支援など若者の流出を防ぐ取組が必要である。 

 10～40代は「子どもの遊び場が遠いから」の割合が高齢層に比べて高い。 

 60 代以上は「病院や介護施設が遠いから」の割合が高く、医療の近接、医療機関までの移動手段の確

保が必要である。 

 

■年代別 

 

 

 浜田地域以外は、「商業施設や飲食店が遠いから」「病院や介護施設が遠いから」「バス・鉄道等の公

共交通が不便だから」の割合が高く、生活利便施設へのアクセス性の低さから転居を考える市民が多

いものと考えられる。 

 

■地域別 

 

13.7

10.5

26.9

4.5

11.5

13.8

12.5

17.8

26.3

18.2

15.4

24.1

25.0

18.5

10.5

7.7

18.2

19.2

34.5

16.7

13.7

26.3

11.5

13.6

23.1

10.3

44.5

47.4

38.5

54.5

50.0

44.8

33.3

8.2

11.5

4.5

11.5

6.9

12.5

32.9

5.3

15.4

36.4

30.8

55.2

45.8

7.7

18.2

8.2

10.5

15.4

9.1

9.6

19.2

7.7

10.3

12.5

11.0

26.3

23.1

13.6

11.6

10.5

3.8

13.6

11.5

13.8

16.7

49.3

42.1

38.5

59.1

53.8

55.2

45.8

3.4

4.5

3.8

6.9

4.2

33.6

36.8

26.9

40.9

46.2

24.1

29.2

0 50 100 150 200 250 300 350

全体(n=146)

10～20代(n=19)

30代(n=26)

40代(n=22)

50代(n=26)

60代(n=29)

70代以上(n=24)

借家、借地だから 家を建てるよい土地が取得できないから 近所の付き合いが大変だから

地域活動やお祭り等が面倒だから 職場が遠いから 商業施設や飲食店が遠いから

役所等の公共施設が遠いから 病院や介護施設が遠いから 保育園や学校等の教育施設が遠いから

スポーツ施設や文化施設が遠いから まちなみや景観が悪いから 子どもの遊び場が遠いから

道路や下水道が整っていないから バス・鉄道等の公共交通が不便だから 避難所等の防災施設が遠いから

その他

（％）

13.7

15.4

37.5
12.5

17.8

15.4

36.4

22.2

12.5

22.2

18.5

15.4

36.4

16.7

50.0

11.1

13.7

8.8

27.3

33.3

12.5

11.1

44.5

36.3

45.5

83.3

62.5

66.7

8.2

7.7

5.6

12.5

22.2

32.9

26.4

45.5

50.0

62.5

33.3

9.1

11.1

11.1

8.2

9.1

16.7

9.6

8.8

9.1

12.5

22.2

11.0

9.9

11.1

12.5

22.2

11.6

16.5

9.1

11.1

49.3

40.7

63.6

72.2

75.0

66.7

3.4

3.3

5.6

11.1

33.6

35.2

27.3

33.3

37.5

22.2

0 50 100 150 200 250 300 350 400

全体(n=146)

浜田地域(n=91)

金城地域(n=11)

旭地域(n=18)

弥栄地域(n=8)

三隅地域(n=9)

借家、借地だから 家を建てるよい土地が取得できないから 近所の付き合いが大変だから

地域活動やお祭り等が面倒だから 職場が遠いから 商業施設や飲食店が遠いから

役所等の公共施設が遠いから 病院や介護施設が遠いから 保育園や学校等の教育施設が遠いから

スポーツ施設や文化施設が遠いから まちなみや景観が悪いから 子どもの遊び場が遠いから

道路や下水道が整っていないから バス・鉄道等の公共交通が不便だから 避難所等の防災施設が遠いから

その他

（％）



44 

 

問 11-4 移りたい場所はどこですか？（○は１つ） 

 いずれの年代も「浜田市外」が最も高かったが、若年層ほど高くなる傾向があった。 

 70代以上は「浜田地域の市街地」と回答する割合も同程度に高い。 

 

■年代別 

 

 

 弥栄地域はサンプル数が少ないが、「浜田地域の市街地」など浜田市内に転居を希望する割合が他の

地域に比べて高い。 

 

■地域別 

 

 

  

23.8

15.8

19.2

18.2

23.1

32.1

31.8

6.3

5.3

3.8

9.1

10.7

9.1

9.1

10.5

7.7

4.5

11.5

7.1

13.6

4.2

7.7

4.5

3.8

9.1

56.6

68.4

61.5

63.6

61.5

50.0

36.4

0 20 40 60 80 100

全体(n=143)

10～20代(n=19)

30代(n=26)

40代(n=22)

50代(n=26)

60代(n=28)

70代以上(n=22)

浜田地域の市街地 浜田地域の市街地郊外 今の地域内で便利な所 それ以外の浜田市内 浜田市外

（％）

23.8

18.2

36.4

33.3

37.5

22.2

6.3

8.0

9.1

12.5

9.1

10.2

5.6

12.5

11.1

4.2

5.7

56.6

58.0

54.5

61.1

37.5

66.7

0 20 40 60 80 100

全体(n=143)

浜田地域(n=88)

金城地域(n=11)

旭地域(n=18)

弥栄地域(n=8)

三隅地域(n=9)

浜田地域の市街地 浜田地域の市街地郊外 今の地域内で便利な所 それ以外の浜田市内 浜田市外

（％）
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問 12 人口減少や少子高齢化により、ご自身の普段の生活に最も影響しそうなことは何ですか？ 

（○は５つまで） 

 いずれの年代も「閉店等により買い物をする場所がなくなる」「かかりつけの病院がなくなる」「廃止や減

便により鉄道・バスが不便になる」の割合が高い。 

 30代では「保育園や学校等の教育施設が統廃合され、近くの施設がなくなる」の割合が特に高い。 
 

■年代別 

 
 

 いずれの地域も「閉店等により買い物をする場所がなくなる」「かかりつけの病院がなくなる」「廃止や減

便により鉄道・バスが不便になる」の割合が高い。 
 

■地域別 

 
  

67.3

71.6

69.9

69.7

67.9

62.4

66.5

56.5

40.7

52.9

55.6

63.1

60.4

56.0

21.4

25.9

44.9

29.6

16.7

12.4

13.5

23.5

27.2

25.7

22.5

18.5

28.7

20.7

51.7

45.7

55.1

49.3

56.0

55.4

47.0

23.6

28.4

24.3

25.4

25.6

26.7

17.3

42.2

29.6

36.0

41.5

45.2

49.0

42.9

26.3

27.2

24.3

19.7

20.8

25.7

34.6

30.0

17.3

22.8

29.6

30.4

34.2

34.6

2.4

3.7

3.7

2.8

3.0

0.5

2.3

0 50 100 150 200 250 300 350

全体(n=997)

10～20代(n=81)

30代(n=136)

40代(n=142)

50代(n=168)

60代(n=202)

70代以上(n=266)

閉店等により買い物をする場所がなくなる
かかりつけの病院がなくなる
保育園や学校等の教育施設が統廃合され、近くの施設がなくなる
公共施設が統廃合され、近くの施設がなくなる
廃止や減便により鉄道・バスが不便になる
道路や上下水道の維持補修ができなくなる
空き家や空き地が増加し、防犯・防災上の問題や景観悪化が発生する
人のつながりが衰退し、地域活動やお祭り等がなくなる
農林業の担い手が不足し、農地や山林が荒廃する
その他

（％）

67.3

65.1

67.6

81.0

72.3

74.1

56.5

57.7

56.3

55.6

59.6

46.4

21.4

20.4

36.6

30.2

29.8

17.0

23.5

21.1

29.6

25.4

38.3

23.2

51.7

54.1

57.7

38.1

38.3

53.6

23.6

24.1

21.1

12.7

29.8

28.6

42.2

42.6

45.1

31.7

31.9

47.3

26.3

25.5

32.4

20.6

31.9

28.6

30.0

25.0

49.3

42.9

44.7

35.7

2.4

2.5

6.3

2.1

1.8

0 50 100 150 200 250 300 350 400

全体(n=997)

浜田地域(n=636)

金城地域(n=71)

旭地域(n=63)

弥栄地域(n=47)

三隅地域(n=112)

閉店等により買い物をする場所がなくなる

かかりつけの病院がなくなる

保育園や学校等の教育施設が統廃合され、近くの施設がなくなる

公共施設が統廃合され、近くの施設がなくなる

廃止や減便により鉄道・バスが不便になる

道路や上下水道の維持補修ができなくなる

空き家や空き地が増加し、防犯・防災上の問題や景観悪化が発生する

人のつながりが衰退し、地域活動やお祭り等がなくなる

農林業の担い手が不足し、農地や山林が荒廃する

その他

（％）
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問 13 浜田市をいつまでも暮らしていけるまちにしていくため、あなたの考えに最も近いものはどれ

ですか？（○は 1つ） 

 １０～20 代は「徒歩や公共交通で移動できる範囲に店舗・病院・公共施設等を集め、なるべくその周辺

に住むことでまちの効率化を進める」の割合が他の年代に比べて高い。 

 一方、10～20 代は、「住民負担が増加しても、いまの道路・下水道・学校等の公共施設や公共交通を

維持する」の割合が他の年代に比べて低い。 

 

■年代別 

  

 

 金城地域、弥栄地域は「徒歩や公共交通で移動できる範囲に店舗・病院・公共施設等を集め、なるべく

その周辺に住むことでまちの効率化を進める」の割合が低く、「わからない」の割合が他の地域に比べ

て高い。 

 

■地域別 

  

  

60.9

72.4

57.9

61.3

64.3

56.3

59.9

11.9

6.6

11.3

12.4

12.1

12.6

13.1

3.5

6.6

2.3

2.2

2.5

4.9

3.6

23.7

14.5

28.6

24.1

21.0

26.2

23.4

0 20 40 60 80 100

全体(n=963)

10～20代(n=76)

30代(n=133)

40代(n=137)

50代(n=157)

60代(n=206)

70代以上(n=252)

徒歩や公共交通で移動できる範囲に店舗・病院・公共施設等を集め、なるべくその周辺に住むことでまちの効率化を進める

住民負担が増加しても、いまの道路・下水道・学校等の公共施設や公共交通を維持する

大幅な住民負担を行ってでも、郊外型の住宅開発やそれに伴う道路・下水道・学校等の公共施設・公共交通の整備を積極的に行う

わからない

（％）

60.9

62.4

52.3

58.3

41.3

66.7

11.9

11.8

6.2

15.0

15.2

13.3

3.5

3.7

6.2

4.3

2.9

23.7

22.0

35.4

26.7

39.1

17.1

0 20 40 60 80 100

全体(n=963)

浜田地域(n=617)

金城地域(n=65)

旭地域(n=60)

弥栄地域(n=46)

三隅地域(n=105)

徒歩や公共交通で移動できる範囲に店舗・病院・公共施設等を集め、なるべくその周辺に住むことでまちの効率化を進める

住民負担が増加しても、いまの道路・下水道・学校等の公共施設や公共交通を維持する

大幅な住民負担を行ってでも、郊外型の住宅開発やそれに伴う道路・下水道・学校等の公共施設・公共交通の整備を積極的に行う

わからない

（％）
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問 14 運転免許が無い、又は免許返納により自家用車を使用しないと想定した場合に、住みたい場所

について最も当てはまるものはどれですか？（○は 1つ） 

 １０～20 代は「日常生活に必要な施設は徒歩圏内で、たまに行く施設へは公共交通を利用して行ける」

の割合が他の年代に比べて 20ポイント程度高い。 

 70 代以上は、「ほとんどの施設が徒歩圏内にないが、公共交通を利用して必要な施設へ行ける」の割

合が他の年代に比べてやや高い。 

 

■年代別 

 

 

 旭地域は、「日常生活に必要な施設は徒歩圏内で、たまに行く施設へは公共交通を利用して行ける」の

割合が他の地域に比べて高い。 

 金城地域、弥栄地域は「ほとんどの施設が徒歩圏内にないが、公共交通を利用して必要な施設へ行け

る」の割合が他の年代に比べて高い。 

 

■地域別 

 

29.0

25.0

32.9

33.8

29.2

27.1

28.3

49.6

70.0

47.1

46.5

51.3

54.7

44.1

17.5

5.0

14.3

18.3

15.9

14.1

23.5

3.8

5.7

1.4

3.5

4.1

4.0

0 20 40 60 80 100

全体(n=713)

10～20代(n=40)

30代(n=70)

40代(n=71)

50代(n=113)

60代(n=170)

70代以上(n=247)

ほとんどの施設が徒歩圏内にそろう

日常生活に必要な施設は徒歩圏内で、たまに行く施設へは公共交通を利用して行ける

ほとんどの施設が徒歩圏内にないが、公共交通を利用して必要な施設へ行ける

日常生活に必要な施設や公共交通がなくても、自然豊かな場所

（％）

29.0

29.4

26.3

18.6

33.3

26.3

49.6

51.6

45.6

58.1

36.1

50.0

17.5

15.8

24.6

16.3

27.8

19.7

3.8

3.2

3.5

7.0

2.8

3.9

0 20 40 60 80 100

全体(n=713)

浜田地域(n=436)

金城地域(n=57)

旭地域(n=43)

弥栄地域(n=36)

三隅地域(n=76)

ほとんどの施設が徒歩圏内にそろう

日常生活に必要な施設は徒歩圏内で、たまに行く施設へは公共交通を利用して行ける

ほとんどの施設が徒歩圏内にないが、公共交通を利用して必要な施設へ行ける

日常生活に必要な施設や公共交通がなくても、自然豊かな場所

（％）



48 

 

問 15 自家用車を使用しないと想定した場合に、自宅から、徒歩や鉄道・バスなどで無理なく行ける範

囲に、特に必要だと思う施設はどれですか？（○は5つまで） 

 １０～20代は「コンビニ・ドラッグストア」の割合が高く、若年層ほど「コンビニ・ドラッグストア」が高くなる

傾向がある。 

 30代は「身近な公園・広場」の割合が他の年代よりも高く、子育て世代に子どもの遊び場が求められて

いる。 

 

■年代別 

 

 

 必要な施設について、大きな地域差は見られない。 

 金城地域、旭地域、三隅地域で「身近な診療所」、金城地域、弥栄地域で「郵便局・銀行等の金融機関」

を必要とする割合がやや高い。 

 

■地域別 

 

  

93.0

93.8

92.0

95.8

91.1

96.2

90.8

22.5

30.9

27.0

22.5

26.2

21.4

16.6

46.0

72.8

56.2

50.0

54.2

45.7

26.2

37.7

22.2

27.7

32.4

37.5

45.7

44.3

34.6

30.9

27.7

36.6

36.9

37.1

34.7

61.1

58.0

62.8

65.5

63.7

59.5

58.7

15.1

3.7

9.5

9.9

16.7

18.1

20.3

16.1

34.6

35.0

22.5

12.3

15.3

53.3

35.8

43.8

48.6

58.3

58.6

58.7

10.4

14.8

23.4

10.6

5.4

7.1

8.1

0 50 100 150 200 250 300 350 400

全体(n=1012)

10～20代(n=81)

30代(n=137)

40代(n=142)

50代(n=168)

60代(n=210)

70代以上(n=271)

食料品・生活用品等の店舗 衣料品・家具・趣味品等の店舗
コンビニ・ドラッグストア 市役所・支所
大規模な病院 身近な診療所
福祉施設（高齢者・障がい者） 小・中学校等の教育施設
保育所・子育て支援センター等の子育て施設 郵便局・銀行等の金融機関
図書館・文化ホール等の文化施設 まちづくりセンター・集会所等の交流施設
身近な公園・広場 その他

（％）

93.0

93.8

94.3

87.3

91.5

92.0

22.5

22.9

30.0

22.2

12.8

20.5

46.0

47.6

42.9

52.4

36.2

43.8

37.7

35.5

38.6

39.7

53.2

42.0

34.6

36.4

25.7

28.6

31.9

30.4

61.1

58.6

71.4

68.3

61.7

67.9

15.1

14.9

15.7

15.9

21.3

10.7

16.1

16.6

20.0

17.5

19.1

11.6

53.3

51.2

62.9

58.7

68.1

56.3

10.8

9.3

20.0

9.5

17.0

13.4

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

全体(n=1012)

浜田地域(n=645)

金城地域(n=70)

旭地域(n=63)

弥栄地域(n=47)

三隅地域(n=112)

食料品・生活用品等の店舗 衣料品・家具・趣味品等の店舗
コンビニ・ドラッグストア 市役所・支所
大規模な病院 身近な診療所
福祉施設（高齢者・障がい者） 小・中学校等の教育施設
保育所・子育て支援センター等の子育て施設 郵便局・銀行等の金融機関
図書館・文化ホール等の文化施設 まちづくりセンター・集会所等の交流施設
身近な公園・広場 その他

（％）
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問 16 商業施設や病院等の日常的に利用する施設まで、自宅から片道何分くらいであれば徒歩で利用

しますか？（○は１つ） 

 年代が若いほど徒歩で利用しても良い時間が短い傾向がある。 

「徒歩５分以内」と回答した割合は、10～20 代が最も高く、70 代以上が最も低い。高齢者の方が徒歩

で移動しても良いと感じる時間が長い傾向がみられた。 

 

■年代別 

 

 

 金城地域、弥栄地域は、他の地域よりも長時間徒歩で移動しても良いと考える割合が高い。 

 

■地域別 

 

  

8.6

13.6

11.7

10.6

7.1

8.3

5.6

35.6

35.8

37.2

41.5

39.1

33.0

31.5

29.4

28.4

29.2

24.6

30.8

29.6

31.1

16.5

12.3

13.1

16.2

17.8

18.4

17.2

5.2

4.9

4.4

3.5

3.6

5.3

7.5

4.8

4.9

4.4

3.5

1.8

5.3

7.1

0 20 40 60 80 100

全体(n=1004)

10～20代(n=81)

30代(n=137)

40代(n=142)

50代(n=169)

60代(n=206)

70代以上(n=267)

徒歩５分以内 徒歩10分以内 徒歩15分以内 徒歩20分以内 徒歩25分以内 徒歩25分以上

（％）

8.6

8.5

7.2

7.9

8.5

9.0

35.6

36.2

30.4

36.5

29.8

38.7

29.4

30.7

24.6

27.0

25.5

27.0

16.5

16.0

20.3

15.9

17.0

18.9

5.2

4.3

10.1

6.3

6.4

5.4

4.8

4.2

7.2

6.3

12.8

0.9

0 20 40 60 80 100

全体(n=1004)

浜田地域(n=644)

金城地域(n=69)

旭地域(n=63)

弥栄地域(n=47)

三隅地域(n=111)

徒歩５分以内 徒歩10分以内 徒歩15分以内 徒歩20分以内 徒歩25分以内 徒歩25分以上

（％）
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問 18 あなたが住んでいる場所の災害リスクについて、認識していますか？（○は１つ） 

 10～20 代と７０代以上は「どんな災害リスクがあるか把握している」割合が低く、「わからない」割合が

他の年代に比べて高い。 

 

■年代別 

 

 

 弥栄地域は「どんな災害リスクがあるか把握している」割合が低く、「わからない」割合が他の地域に比

べて高めである。 

 

■地域別 

 

  

45.2

36.6

41.6

45.7

48.5

49.0

44.2

44.3

43.9

47.4

46.4

45.6

43.8

41.6

3.6

2.4

4.4

1.4

1.2

2.4

7.1

7.0

17.1

6.6

6.5

4.7

4.8

7.1

0 20 40 60 80 100

全体(n=1003)

10～20代(n=82)

30代(n=137)

40代(n=138)

50代(n=169)

60代(n=208)

70代以上(n=267)

どんな災害リスクがあるか把握している 災害リスクがあると思うが正確には把握していない

身の回りに災害リスクは無い わからない

（％）

45.2

46.2

44.9

43.5

41.3

46.3

44.3

44.6

40.6

46.8

47.8

47.2

3.6

3.1

2.9

3.2

2.2

4.6

7.0

6.1

11.6

6.5

8.7

1.9

0 20 40 60 80 100

全体(n=1003)

浜田地域(n=643)

金城地域(n=69)

旭地域(n=62)

弥栄地域(n=46)

三隅地域(n=108)

どんな災害リスクがあるか把握している 災害リスクがあると思うが正確には把握していない

身の回りに災害リスクは無い わからない

（％）
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問 21 災害リスクがある場所へ住むことについて、あなたの考えに最も近いものはどれですか？（○は

１つ） 

 10～20 代と 50 代は「多少の災害リスクがあっても安全対策をすれば住んでもよい」と考える割合が

高い。 

 

■年代別 

 

 

 金城地域、旭地域は、「少しでも災害リスクがある場所には住むべきでない」割合が他の地域に比べて

高い。 

 

■地域別 

 

  

33.5

27.2

39.0

33.6

27.8

34.6

35.2

65.6

71.6

61.0

66.4

71.0

64.4

63.3

0.9

1.2

1.2

1.0

1.5

0 20 40 60 80 100

全体(n=998)

10～20代(n=81)

30代(n=136)

40代(n=137)

50代(n=169)

60代(n=205)

70代以上(n=267)

少しでも災害リスクがある場所には住むべきでない
多少の災害リスクがあっても、安全対策をすれば住んでもよい
災害リスクは気にしなくてもよい

（％）

33.5

34.0

40.0

37.7

32.6

26.6

65.6

65.6

60.0

59.0

67.4

71.6

0.9

0.5

3.3

1.8

0 20 40 60 80 100

全体(n=998)

浜田地域(n=636)

金城地域(n=70)

旭地域(n=61)

弥栄地域(n=46)

三隅地域(n=109)

少しでも災害リスクがある場所には住むべきでない
多少の災害リスクがあっても、安全対策をすれば住んでもよい
災害リスクは気にしなくてもよい

（％）
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４．自由意見 

年 代 地 域 その他の内容 

雇用・産業振興（41件） 

10～20代 浜田地域 雇用創出、安定のための大企業の誘致 

30代 浜田地域 守るべきは地元の店ではなく、雇用も増える大手に入ってもらうこと。生活する

なら益田市が圧倒的に便利になってしまっている。 

30代 浜田地域 若い人たちが出ていっても戻ってきたいと思えるまちづくりができたらいいと思

います。働く場所や給料など増えると若い人たちも選べるのではないかと思いま

す。高齢者も増えているため高齢者施設や在宅でも過ごせるサービス調整など

充実するといいです。自分は子育て世代ですが、医療費免除や時々ある給付金

は助かっています。 

40代 浜田地域 地元の企業・地元住民の力が強いように感じる。もちろんそれ自体が悪いことで

はないが、地元以外の企業なども入れて新しい考え方、やり方を取り入れて欲し

いと感じる。 

40代 浜田地域 働ける場所がもっと選べるようになってほしい 

40代 浜田地域 若者が都会に行かなくても良い街づくり。それなりの賃金が払える企業の誘致。 

40代 浜田地域 若者が少ない理由のひとつに働く場所が少ないことがあると思います。安定した

収入が得られ安心して生活ができれば良いと考えます。 

50代 浜田地域 守りたい物があると思いますが、このままでは衰退してしまいす。神楽では若者

は浜田に残りません。働く場所が必要だと思います 

50代 浜田地域 大手企業の誘致。大規模な農業で生産、加工、販売。特産品を増やす。 

50代 浜田地域 人口が減少して働き手が減っている。若い人でなくてもいいので、働く人が増え

るよう、職員寮の設備に補助してほしい。 

50代 浜田地域 水産業など働ける場の確保。福祉の充実。 

50代 浜田地域 歳をとっても働ける企業が増えるといいです 

60代 浜田地域 若者が浜田市に残るようになる仕事、年代問わず使用出来る商業施設などあっ

て、人にやさしい浜田市となってほしいですが…予算がないとか聞くと実現には

遠いのかと。しかし魅力があるお店でもあると違うと思いますが。 

60代 浜田地域 浜田は働く場所が無い！地方からの会社の移住に反対の声が多い 

60代 浜田地域 働く場所をふやして下さい 

60代 浜田地域 ・若い人が働ける企業の誘致。・水産業を活かす工夫 

60代 浜田地域 私の子供ももう少し浜田で働ける会社、工場等あれば帰ってきたいけど、なにせ

働く場所がない。いくら子育て支援をしても結局皆、都会へ出て帰って来ない

…。段々と人口が減るばかり。人が増えると色々な面で活性していくのではない

かと思います。 

60代 浜田地域 ・若い人が地元で働く場所があり、活気のある浜田市になれば良いと思いま

す。・災害の不安はあり、備えておかなければと思いますが準備不足です。 

60代 浜田地域 横の繋がりが強い産業がないと若い人は出て行くんじゃないかな。浜田城なり

歴史を感じる等のアピールする物が欲しいなぁ。繋げたい気持ち必要だよね 

60代 浜田地域 保育園、介護施設 (老人障がい者)等に勤務する人達への、助成をする。賃金ア

ップ等に。保育料などを無料にしても働く人が居なくなれば、本末転倒。利用者

ではなく、働く人が居なくならないようにする。 

60代 浜田地域 将来を担う若者が定住するための企業の誘致。AI や WEB に関連した起業家

を優遇して浜田市に定住を促進する 
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年 代 地 域 その他の内容 

70代以上 浜田地域 企業誘致と漁業の大型化 

70代以上 浜田地域 漁業に限らず、浜田には仕事があることが第１条件。この条件が達成されれば他

の付属店舗等はついてくる。ついでに言えば、神楽に頼るだけでは先細りする。

わくわくすることが他にもほしい。 

70代以上 浜田地域 若者が暮すにはまず職だと思います。働く場所がまずなければ若者は出て行く

のではないでしょうか 

70代以上 浜田地域 若い人が少ないので働ける場所が必要だと思います。 

50代 金城地域 様々なチェーン店や商業施設を受入、雇用の場を増やし、定住できる環境を 

50代 旭地域 仕事をする場所が増えてほしい 

50代 旭地域 ２０年後の農業・漁業を支える人材を今から育成することが喫緊の課題と思いま

す 

50代 旭地域 都会に負けない働き場の創出 

10～20代 三隅地域 若者やＵ・Ｉターン者が魅力的に感じるような新しい産業分野の誘致や、地元企

業への雇用環境の改善の支援を積極的に行っていただくことを強く望みます。 

50代 三隅地域 大きな企業の生産工場のような若い人が地元で働く場所が必要だと思う。 

50代 三隅地域 働くところ少ない。若者はみんな都会に出るので。あと時給安い。ガソリン高い。

家賃高い 

50代 三隅地域 ・会社の誘致、人の集まるイベントの増加 

70代以上 三隅地域 若者を含む労働者の職場を確保することが一番だと思うし、予算配分について

も中心部ばかり使われている模様で他についてはお粗末ではないのか？ 

70代以上 三隅地域 企業誘致等に注力して、若年層のための職域を拡充し、若者の市外流出を抑え

る。 

70代以上 三隅地域 若者の働く仕事、場所をふやしてほしい。 

50代 不明 産業の誘致が必要。特に製造業が良い。企業の誘致が困難であれば特色を生

かした産業を浜田で作る。肥料生産、産廃処理（特殊品） 

60代 不明 産業（働く場所）が発展しないと、若い人の市外流出が進みます。その為にも産

業の発展に力を入れて欲しいです。 

60代 不明 若い人が働ける場所があるように。 

60代 不明 簡単ではないが、企業誘致など。 

70代以上 不明 若者が定住できる為職場の確保、企業誘致 

商業施設・飲食店等の充実（39件） 

10～20代 浜田地域 回転寿司と映画館を至急作ってください！欲を言えば、ファミマも欲しいです。 

10～20代 浜田地域 休日、浜田市で過ごせる映画館などの娯楽施設やショッピングを楽しむショッピ

ングモールができれば、さらに住みやすいまちになると思います。 

10～20代 浜田地域 高齢者もですが若者も多くいるため（県大生も含む）、若者が充実できるような

施設やお店があるといいと思います。現在は県外や市外に出て買い物をしたり、

遊びに行くことが多いです。浜田を充実させ、市外や県外の人も遊びに来たいと

思える場所になるといいと思います。そうしていくことにより、浜田に住みたいと

思える人も増えていくのではないでしょうか 

10～20代 浜田地域 ガストやサイゼリヤなどの大手飲食チェーン店が中心市街地にないので出来た

ら嬉しい。三桜酒造跡地は、神楽館は作らないでファミレスが欲しい。 

30代 浜田地域 駅通りに学生も気軽に入れる飲食店（ファーストフード店等）があると嬉しい。 

30代 浜田地域 チェーン店を誘致して雇用や人口をふやすようにしたらよいです。 
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年 代 地 域 その他の内容 

30代 浜田地域 飲食のチェーン店がほしいです。（回転寿司やラーメン等） 

30代 浜田地域 飲食チェーン店、娯楽、交通の便を増やしてほしい 

30代 浜田地域 若者が地域に残ってくれるような複合施設、チェーン店の誘致などを行ってほし

いです。 

30代 浜田地域 外食に困らないよういろいろなお店を作る、県外にあるような大型のショッピン

グモールやスポッチャやラウンドワンのような遊べる施設を作る、近くに映画館が

ない、夜道は街灯が少なすぎて危ないなどたくさんあります 

30代 浜田地域 24時間営業の店舗が少ない 賃金が安い 若者も楽しめる施設が必要 

30代 浜田地域 レジャー施設が少ないので、何とかして欲しい。特に若者はスターバックスのお

店を要望している声が多いと思う。実と言うと私もスターバックスが欲しいです。

ドラッグやコンビニはもう十分です。 

30代 浜田地域 飲食店が少なくて困ります。チェーン店を増やして欲しいです 

40代 浜田地域 他の市から浜田市へ買い物に行こう！！と思えるような店が増えたら、人が出

入りするのでは？！浜田の人は益田や出雲に出かける事が、自分も含め多く、

街が魅力的だと思う。 

40代 浜田地域 遊べる場所が全くない。益田や広島へと行きお金をおとしている。 

40代 浜田地域 もう少しチェーン店が来て欲しい。 

40代 浜田地域 若い人が定住してもらえるように商業施設を増やしてもらいたい。スタバとかミ

スドとか欲しいです。 

40代 浜田地域 有名チェーン店などを積極的に誘致してほしい 

60代 浜田地域 浜田駅前を飲食店ふやす。浜田駅前に大型スーパーをつくる 

60代 浜田地域 せっかく大学があるのだから、ファミリーレストランやカフェなど大学生が集った

り、バイトができる日中もバイトできたりする施設が入るとよい。３世代がたのし

める飲食施設チェーン店が入るとよい 

60代 浜田地域 積極的にチェーン店の誘致を進めてください。下水道の進め方で補助金の事を

先にしてから進めていただきたかった。 

60代 浜田地域 外からの商業施設受け入れ。益田のような商業施設の受け入れ。ガソリン価格

がなぜ浜田は高く業者間の競争が無いのか？昔からの談合体質では他地区に

おいていかれる。 

70代以上 浜田地域 人口が少なくても、映画館とか喫茶店などはある程度欲しい 

70代以上 浜田地域 人口が増える施設の町作り。（例）映画館、その他の設備。 

70代以上 浜田地域 公共施設の建設の反対です。浜田にレストラン、カフェが少なく、益田や江津へ

行く事が多く残念です。地産地（牛肉、豚肉、魚、野菜、果物）たくさんあり、それ

を使い栄町、新町、紺屋町、駅前を歩いて食べれる場所を作って下さい。※景観

のいい夕日パークのレストランがオープンしていない残念です。 

70代以上 浜田地域 インフラ整備の縮小にも役立つのでコンパクトな街づくりも良いと感じますが，そ

うすると，山や畑等が荒れ果てイノシシなどの野獣がのさばる事にもなりかねな

いし，難しいですね。若者の定住にはファミレスなど家族で楽しめる食べ物屋さ

んがあると良いですね。 

70代以上 浜田地域 若者の U ターンが増加するよう努力して欲しい。有名な商業施設が出店できる

ように広い平坦地を造成し、いろんな業種の魅力ある就職先が増えるようにして

欲しい。 

50代 金城地域 店を作ってほしい 
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年 代 地 域 その他の内容 

10～20代 旭地域 ・資料館などより、利便性の高い施設を優先してほしい。・コンビニやドラッグスト

ア等、同じようなものばかりではなく新しい商業施設を建ててほしい。・家賃が高

い。・車以外の移動手段を増やしてほしい 

40代 旭地域 浜田地域外にドラッグストアやホームセンターが出来て欲しい。私は旭町に住ん

でいますが、せめて金城町あたりに上記の店があれば助かります。 

40代 旭地域 業務スーパー等を建ててほしい。 

50代 旭地域 駅前に商業施設が無いのはどうなんでしょうか？緑もあって、遊べる場所もあっ

てができれば良いと思います 

50代 旭地域 ・通信インフラの整備(大手キャリアの光ファイバー導入)、・商業施設の充実(大

型ショッピング施設やチェーン店を誘致。益田や江津と比べて商業誘致に関して

浜田市は閉鎖的なイメージがある。) 

30代 弥栄地域 新しい飲食店を増やして欲しい 

40代 弥栄地域 回答用紙問 17 が無かったのでこちらに記入します。「宮脇書店以外、家族が帰

ってきた時出かける先が限られるのでアミューズメント等、気軽に行ける駐車場

が広い飲食店、丸亀製麺、とにかく駐車場が少ない・停めにくい」 

40代 三隅地域 買い物は益田市へ行っている。益田市には、魅力的な店が多い。周りの友人も

ほとんど益田へ出て買い物をしている。浜田市にも、もっと店を増やしてほしい。

（行きたいと思える店がユメタウンくらいしかない） 

40代 三隅地域 書店やファミレスなど、娯楽施設や人が気軽に立ち寄れる場所がもっと増えてほ

しい 

40代 三隅地域 出雲くらいとは言わなくとも、せめて益田くらいお店や施設が充実していればい

いと思う。島根県で人口第３位のはずなのに、便利さでは益田に劣る。ガソリン

等の物価も高いし正直この先このままここで暮らすのには不安がある。 

30代 不明 港施設の整備（つりぼりとかインフラも）、県外企業の参入（スタバとか）、子ども

と遊べる施設（ラウンドワンみたいな） 

まちづくりに対する要望（32件） 

10～20代 浜田地域 スマートシティ化し、広島との高速道路を料金年下げｏｒ無料にし、浜田市の海

を、海産物をアピール（自然豊か）。瀬戸ヶ島に海上釣り堀り 

10～20代 浜田地域 １０年前ではお祭りや商店街など活気が凄くあったものが浜田市にありました。

最近では少子高齢化は勿論色々な社会問題が出てきた事で沢山のお店が無く

なり、活気も無くなったと思います。個人意見として勝手ながらですが、世間から

沢山の世代が浜田市の魅力に惹きつけられる誇れる要素を最低10個以上作る

べきだと思います。後は昔ながらの力、伝統と最近の SNS 活用を上手く掛け合

わせる事でより良い魅力的な浜田市になるかつ少子高齢化の問題も少しずつ

解消していくと思います。その為にはそんな未来を作る沢山の土台が必要です

し、全ての市民のやる気、理解が必要になると思います。僕たち２０代の若者が

できる事ならやっていきたいと思います。 

とこんな感じで読んでもらう事は無かろうと思うので勝手に沢山喋りすぎまし

た。最低でも一人の若者も同じように暮らして行ける浜田市、未来を考えている

事だけでも理解頂けたらなと思います。 

 

30代 浜田地域 子どもが安全で住みやすい地域にしてほしいです。 

30代 浜田地域 市内に家を建てようと思っても土地がない。高層マンションが建つより、空き家

をどうにかして土地を空ける方が若い人たちにとって良いのではないかと思いま

す。 
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年 代 地 域 その他の内容 

30代 浜田地域 子育てする様になり感じることは、保育料や学費、受診料を助けて頂けることは

大変助かります。最近ドラッグストアばかりできますが、なぜですか？問１７で記

入した様な施設ができたら良いのに…と声を多くききますよ。「広島や出雲まで

行かないと何にもない」と耳にすることも多い。普段の生活は不便ないがもう＋

α がほしい。お出かけしたいと思える様な。高齢者からも坂が多い町だとちょっ

とそこまで。が難しいとききます。足が悪くなると出かけるのが大変だ、と。 

40代 浜田地域 学校、病院、お店等最低限の施設が寂れることなく、充実し、活気が必要だと思

う。 

50代 浜田地域 町がとてもさみしい。もっと活気ある町にしてほしい 

50代 浜田地域 今あるものの機能強化。顔の見える関係性と事業の見える化。（箱物づくりでな

い。） 

50代 浜田地域 いちぶの人の利益になる事を重視したまちづくりではなく、浜田のよさを生かし

つつも、若い人やこれからの子供たちが希望をもって、浜田で働らいて住ごして

いきたいと思えるような明るい浜田にしてほしい。今は子供にもどっておいでと

進められないとかんじています。 

50代 浜田地域 税金を使っての新たな「ハコモノ」建設は絶対反対！特に神楽殿はもってのほ

か！民間の力をもっと利用し、企業誘地を進めるべきだと思います。親世代の建

てた家問題にもっと相談窓口を作って欲しいです。子育て世代が孤立しない支

援をお願いします。特に母親のケアが一番大事！ 

50代 浜田地域 最近、店の閉店も多く、町に活気がないのも残念だと思います。必要な物ですら

車で近くの大きな店に買いに行こうと思う事もあります。町、市全体で取り組み

を分かりやすく、活発に参加できる仕組みを作ってもらえると嬉しいです。 

50代 浜田地域 他地域からの企業の進出に反対するような浜田市や商工会はダメである。大手

などが来る事によって現存の企業の努力も必要ではあるがお互いの競走力も上

がってよい物になると思う。また、有名な陸上選手が来訪された際に笑われるよ

うな競技場ではダメである。三浦龍司のふるさとがこのような物では恥ずかしい

と思わない市長や市議が残念である。※自由意見欄が少なすぎる。これも浜田

市のダメな所、昔から。 

50代 浜田地域 若い人が都会に憧れて地元を離れるのは仕方ない。しかし、誰でも地元は特別

なので、昔からあるお店や行事、祭り等が続いているとやはり地元は良いと思う

ので都会にあるお店を誘致しすぎず地元のお店を大事にする。「帰りたくなる浜

田」になって、災害時（田舎ならではの避難場所や仮設住宅に早く対応できる土

地がある）や、ふるさと納税を活用させていただいて、お年寄りや子育てにやさし

いまちになると UI ターンの人が増えると良い。 

50代 浜田地域 町に少しでも活気が戻るよう施策して下さい 

60代 浜田地域 ・豪雨災害を想定したマニュアルの作成。・点ではなく面で考えた町作り。・面で

考えた経済対策、人づくり 

60代 浜田地域 活気が全々感じない町元気な町にして下さい市長 

60代 浜田地域 地域の事でなく個人の家の困難なども重視してもらえたらもっとよくなるかも？

と思っています。 

60代 浜田地域 市内の商店街を昔のように活気あふれた場所にするにはどうしたらいいのか、

考えて頂きたいと思います。 

60代 浜田地域 住民の負担が少ない町作りをお願いします 

70代以上 浜田地域 電柱が多すぎる。国中跡地の活用。町の賑わいを創出する工夫 
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年 代 地 域 その他の内容 

70代以上 浜田地域 他府県で若者が住みやすい町に人が流れています。成功し、活気付いている町

を見本にして浜田市も変えて欲しい。このままでは、高齢者ばかりになります。 

70代以上 浜田地域 市の努力は感じている。継続して、生活向上が望めるような市政を実施して欲し

いと思う。若者や、老人が住みたくなる街づくりを考えて欲しい。 

70代以上 浜田地域 浜田市。今の強みが活かしていける事がきっとあると思うけれどそれが何なのだ

ろうと思う。 

70代以上 浜田地域 将来、子どもたちが都会から帰ってきたとき、困らないような町になれたら良いと

思います。 

40代 金城地域 行政が施設をつくらず、民間事業者がつくる施設があればよい。 

50代 金城地域 商工会役員の若返り。（自分達が良い街づくりをしているとの勘違いをなくさな

ければ浜田市は破綻する。）価格競争ができる街。（ガソリン、家賃等）。県立大

学生が住んで良かったと思える街づくりをしてもらいたい。浜田市は殿様商売気

質が強い、改善すべき。 

50代 金城地域 箱物を作らず、山間部の人が抱えている問題を少しても軽減してもらうためにお

金を使ってほしい。今は、文化などもうどうでも良い。先を見てほしい。 

70代以上 金城地域 山陰で温暖な所。海や山自然豊かな所。そんな利点があることをもっと有効に使

ってはどうでしょうか。例えば別荘誘致、それに伴う施設作り（自然を大切に生か

して欲しい） 

40代 旭地域 旭地域を活性化させるか、市街までのアクセスをよくしていただきたい。 

40代 弥栄地域 必要ないものを大金かけてまで作らないでいいので、市民に寄り添った町づくり

をしてほしい。 

70代以上 弥栄地域 交通網の整備、近隣の日常生活店の確保。各地区の医療、教育、福祉機関の保

全と充実。 

10～20代 三隅地域 市民の意見を聞けるようになって下さい。いらない建物にお金をかけるべきでは

ない。 

若者対策（22件） 

10～20代 浜田地域 若い人たちが浜田市から出ていくのを減らしたいならば、若い人たちが今現在

なにを求めてるか、何に困っているのかを明確にする必要があると考えます。現

在の浜田市は地元のお店を大切にする風習？があるようですが、それはそれで

いいとは思います。ただ、それがささるのはどちらかといえば年齢層が上の方な

のではないでしょうか？現在物価高で低賃金、子育て真っ只中の 20〜40 代の

方々は家庭内収入の低さに嘆いているのに高齢者は年金で娯楽の日々。そして

市内に子供連れていける飲食店の少なさ、遊び場のない、全国チェーンのお店

に行くには遠出しなければならない。など、若者が浜田市に残る意味があまりな

い中で少子高齢化が進むのは明らかなのではないでしょうか。 

 

10～20代 浜田地域 今のままだと若者が浜田に残りたいと思うことが少ないと思う。友達と遊ぶとな

ってもショッピングモールやカフェなど若者が集まれる場所がないからほとんど

江津や出雲に遊びに出ている。せめて空き家をといてフリースペースをつくって

ダンスだったりバンドだったりイベントがあってもいいと思う。高齢化が進んでい

るのは医療機関や福祉施設は充実していて、高齢者が元気な証拠だから若者

が集まるようなことを考えてもいいと思う。 

30代 浜田地域 今ある資源や施設は活かしつつ、せっかく県立大学があり、県外から若者が集

う町なので、町全体で学生に優しい町になっていかなければいけないと思いま

す。まずは大学周辺や駅周辺の街灯の整備を積極的に行ってほしいです。 
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30代 浜田地域 あまりにも若い人が少ないので、若い人が住みやすいまちを作ることを考えた方

が良いと思う。自分が１０～２０代だったら住みたいと思えない。 

30代 浜田地域 将来的な人口維持のためには、高齢者への対処ではなく、若者世代を対象とし

た施策及びまちづくりを進めるべき。観光に特化したまちづくりなのか、住民の暮

らしを充実させるまちづくりなのかが明確でないため、中途半端な計画にしかな

っていないのではないか。現在のままだと、住民も観光客もどちらにも魅力が全

くないまちであるという印象である。県外含めていくつかの市に住んだが、ここま

で活気がないまちは見たことがない。もっとまちづくりに携さわる人が危機感を

もたないと、衰退するばかりである。 

30代 浜田地域 若者が楽しめる施設やショッピング店舗の充実、子供たちが遊べる公園などの

建設を考えて欲しい 

40代 浜田地域 高齢化が進んでいて高齢者が多いのはわかるが、浜田市が高齢者のための町

になりつつある気がする。それではどんどん高齢化が進むのでは？子供や若

者、子育て世代が楽しめる施設や場所が少ないし、どんどん減っている。これか

らの浜田市を支える世代が楽しめる施設や場所を増やしてほしい。 

40代 浜田地域 若者向けの施設を増やす。来場者がお金を使ってくれるようなイベントなどを計

画し、大規模に宣伝する。 

50代 浜田地域 若い人が都会に出てしまうので、それを浜田の中で若い人が活動できる所があ

ればいいと思います。若い人があつまれる所が少ないと思います。 

50代 浜田地域 火災の誤報（メール）が多すぎる。せっかく大学があるので若者が喜ぶ施設を増

やしてみては。 

60代 浜田地域 若い人達が住み続けたいと思わせる市、町づくりを早急に考えないと浜田市は

元気のない市になっていきます。 

60代 浜田地域 若年層が浜田市で頑張っている現情を認知し、より厚い支援をお願いしたい 

70代以上 浜田地域 ・労働力人口の増加が最重要事項。そのため、就労施設の確保、子育て環境の

整備（産婦人科の医院確保、子育て支援等の充実－核家族での子育対応など

－）。保育園・小学校・中学校・高齢者施設の交流確保など。 

70代以上 浜田地域 若い人が浜田より出て行くのは一流大会社があれば良いと思う。少し化の問題

は、結婚に魅力あるようにやっぱり有名な会社かな？…。人口が減るのは悲し

い。学校で浜田のよいことを考へ出て行かないよう指導 

70代以上 浜田地域 若者が定住できる環境づくり 

70代以上 浜田地域 若い人が残りたいと思える町作り 

70代以上 浜田地域 人口が少ないので、何をしても無理ではと思いますが、益田市などへ行けば、活

気があるし、店も増えている様な気がします。若い人が定着する様になって行く

ことを願うばかりです。 

10～20代 金城地域 若者が住みにくい。飲食店や買い物等、大学生を含め、楽しめるまちではない。

子育て世代、魅力あるまちづくりを望む。人口が減らないことは難しいが少しで

も浜田に住みたいと思えるような人が増えてほしい。 

60代 弥栄地域 若者が住みたいと思うまちづくり、人口の増加をして、機能を保ってほしい。農業

で生計を立てられる方策を実施。 

70代以上 弥栄地域 ・現在浜田市全体活気が失なわれていると思います。お店や娯楽施設等隣市等

よりぐ～と減っています。せっかく県大等もあり若者もいるので活気もあれば良

い。立地適正化事業をうまく整備する事は必要だと思いますが、家や土地を考

えると不安があります。 

50代 不明 若者が県外にでないようにすると、町も活性化になると思う 
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70代以上 不明 若人さん達が帰ろうかなと思われる町に。それなりに浜田に帰れそうな人を見て

行く事の大事。私は若人に出合うと帰って来て助けてよ！！昔様さんに夏のま

つり草が生るとキクその時返事だれがたす（油代と手間を？） 

公共交通について（20件） 

10～20代 浜田地域 市街へのバス料金が、市街地周辺から少しでも離れると高いので、もう少し安く

していただけたら乗りたいです。 

30代 浜田地域 自家用車移動中心の社会なのは仕方ないとは思うが、もう少し公共交通機関が

充実してほしいと思う 

40代 浜田地域 地域の中心部へ集約することを考えるなら、交通環境（バス便の新設）をきちん

としないと住み慣れた場所を離れないといけない人もでてくると思う。それぞれ

山間部から旧浜田市の中心部までの所要時間も場所によってかかるのでコンパ

クトに考えるのはいいが移動する時間の負担をもっと考えてほしい。災害リスク

のある場所に住むなと言いたいのかもしれないが、（問 21）昔から住んでいて、

その地域を支えている人たちに対し、あまりいい気分のしない設問だと思う。ハ

ザードマップで見たら安全なところに住んでいる人の方が多いとはいえない。設

問 21は個人的に難しく、答えられなかった。 

 

40代 浜田地域 バスや汽車があってもバス停や駅まで遠いと使えない。高齢者のために病院や

買い物に行く便が増えればいいと思う。 

50代 浜田地域 公共交通機関の維持、もしくは代替機関の整備 

50代 浜田地域 ・浜田市循環バスは、同じルートだけでなく、逆ルートの走行があった方がいい

（内回りと外回り）。そうすれば、目的地に早く着けるため、バス利用者が増え

る。・道路等管理は定期検査も重要だが、住民によるWeb や専用 LINE による

通報があってもいい。（道路異常などに気づいた時に写真付きで通報出来るか

ら）・避難所や窓口で意思疎通が出来るよう、音声文字変換アプリが入ったタブ

レットを用意するといい。（高齢者や障がい者、外国人に対応出来るから） 

 

60代 浜田地域 公共交通を増やして欲しい。（路線バス等） 

60代 浜田地域 住み慣れた場所で体力の限界まで住めるように公共の交通（安い運賃でのスク

ールバスと共用の買物、通院で利用できるバス）の本数を増やして車がなくても

田舎に住めるようにして欲しい 

70代以上 浜田地域 ・移動販売車がまわってほしい。・タクシー券をもらった人は良いけど、使うと運

転手がイヤな顔をするという話をよく聞くので、対策を待つ 

70代以上 浜田地域 ・近年閉院が続いている（今までのかかりつけ医が無くなるのが…）。・バス等の

利便性の良さ。 

70代以上 浜田地域 ７６才で車の運転はしてますが、運転出来なくなると思うとバスの回数も少ない

ので病院や買物行くのも困るなーと、思っています。だんだん外出する機会も減

ると思います。 

70代以上 浜田地域 バスの便が少ないのでタクシーを使う必要にせまられています。タクシー代が高

額です。 

70代以上 浜田地域 公共バスの減便で不自由にないよう、生活に不平等をなくしてほしい。くま対

策、駆除すればいいのは一時的だと思う。 

40代 金城地域 移動手段など車を持てなくなった方などバスの増便などしてほしい。 

不明 弥栄地域 （バス通院）タクシーをふくむ。浜田市（立地適正化計画） 
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40代 三隅地域 益田です。－隣の市の山間地域ではバス（利用が少ない為）がなくなり、車を持

たない方が病院に行ったりするのにとても高い料金でタクシーを利用し、通院等

されています。（介護タクシーも高い…）。浜田市ではどうか分かりませんが、年

金暮らしの方々の為に安い料金で送迎サービスをしてほしい。（続けてほしい） 

50代 三隅地域 浜田市内を良くすることも大切ですが、県外への交通手段を増やさなければ若

い人はどんどん県外に出て行くと思います。県内の充実には限界がある。必要な

用が県外で出来、行き来が車以外でも楽に（便数多く）出来る方が良い。 

50代 三隅地域 免許返納などにより、運転が出来なくなった時、たとえば年令を７０才以上とか７

５才以上はバス、タクシーなど、（低金額で利用出来る仕組み）。バス、タクシー福

祉券があるが、これも金額がかかる。旧郡部の場所だとなおさらかかる 

10～20代 不明 バスとか汽車の利便性が悪いっすバスで ICOCA などの交通系 IC カードのチ

ャージが使えない、汽車で交通系 IC カードが使えないのがめんどくさいです。

県外に出てるので公共交通機関は IC カードで乗り降りしたいです。あと、バス

とか汽車の本数少なすぎます 

70代以上 不明 ・問１３の１を目指したまちづくりをぜひ実現してほしい。・高令になっているので

交通手段の充実、特にバスの運行をもっともっと増やしてほしい。そうしないと

自家用車と免許証の返戻が難しいです。 

災害・防災について（16件） 

10～20代 浜田地域 ハザードマップがわかりにくい 

30代 浜田地域 発達障がい者、高齢者ｅｔｃへの避難所の説明。知らせる手段。理解出来る方法

を考えて下さい。 

30代 浜田地域 昔から土砂崩れや、水に浸かったり等の心配がある地域なので、そこに力を入

れて欲しい。すみ続ける為には、今は移動手段があり、市外、県外へ自由に出掛

けて行けるが、ある程度、出雲市、益田市、広島市等のような色々なお店が無け

れば、老後の生活は不便になるな感じている。 

60代 浜田地域 浜田市はこれまで大きな災害を経験することがなく、恵まれていて有難いことで

すが、その分災害時は慌てることが多いのではないか。災害が起こらないことを

願いながらイメージトレーニングできるようにしたいと思いますし、サポートもあ

ることを発信していただきたいと思います。 

70代以上 浜田地域 以前に水害にあった時（何度も）町内会長さんが市民会館があった時キュウエン

物資が来ているので、もらいに行きなさいと言われても、家のカタヅケが終わっ

てないと言って行かなかったが何度も来てくれたので、カタツケが終わらないけ

ど、市民会館に行った際に職員の人から、早くくれば新品もあったと言われた。

その時聞いた話で、サイガイに会わない人が先に行ってもらったと聞き私は、職

員の方になぜサイガイあって無い人にあげたのかと言いました（選キョの時のよ

うに住民台表に元づいて品物を渡さなかったのかと言いましたが、ダメでした。） 

70代以上 浜田地域 高齢者・障がい者・言葉の通じない外国人の就労滞在者等の生活弱者に対して

も、防災、安全についての気配りが行き届くような配慮を。 

70代以上 浜田地域 私の家は土地がひくく一度床上１ｍ以上水が来た。大川よりバックウォーターが

あり２０家以上が床上になった。大川は木や竹が繁り流れが悪く大水の時は逆

流が心配。市、県の議員に頼んでも人事の様子、返事も無いどうしたら良いので

しょう。今度浸かれば地をはなれるつもり。 

70代以上 浜田地域 年々の災害状況が深刻化しています。何が起きても不思議ではないと思いま

す。お互いが助け合い、協力しあうことを忘れないように思っています。防災情

報のことですが、携帯電話が使えない、電波がない地域がまだまだあります。一

考下さい。 
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70代以上 浜田地域 ・防災放送がきこえない。・避難所（場所）に屋根もなにもない。・緊急車輌が来れ

ない。 

70代以上 浜田地域 （そもそも）防災浜田市の放送が全々聞こえない。 

70代以上 浜田地域 各家庭で防災無線が聴こえる様増設 

70代以上 浜田地域 住民皆んなが我が事として、防災を考え訓練に参加して、備えることが大事だと

思う。 

50代 金城地域 ハザードマップに災害リスクがあるが簡単に家をかわる事が出来ない。どうす

る。 

70代以上 金城地域 設問２１は、対象者の思いを考慮する必要が有ります。安心して転居等の判断が

出来る様、防災訓練を兼ねまちづくりセンターを使う方法もあるのでないか。 

70代以上 旭地域 高齢の為避難所に行く事が出来ない場合を考えている今日 

60代 三隅地域 ・災害のとき、障がいの子と高齢の母がいるので、避難が不安です。障がいの子

は避難所で他の人と一緒にいることも難しいので、帰宅しているときに災害があ

ったら…と心配です。・孫たちが帰省したとき、楽しめる場所があるといいなぁと

思います。 

都市機能・人口の集約（15件） 

10～20代 浜田地域 コンパクトシティがいいと思います 

30代 浜田地域 将来的に人口減に伴う税収の悪化が予見される中、水道や道路などのインフラ

整備・維持に優先順位をつける必要があります。例えば、新築される際は「ポツン

と一軒家」のような土地ではなくコンパクトな維持管理ですむ立地を推奨するし

くみが必要だと思います。 

30代 浜田地域 益田市のように、このエリアに行けば一通りのお店などがそろっているという場

所があれば、生活しやすいと思います。今は、毎週末子どもをどこに連れて行こ

うかと悩むことが多いです。 

50代 浜田地域 居住地区とその他施設の集中化 

50代 浜田地域 私の実家は限界集落でおそらく 10 年先には誰も住んでないと思う。人口の自

然減少が起こる上に、インフラ整備、病院の維持確保などお金が足りない。浜田

市存続のためにはどこかにまとめて住むしかないと思う。ただ、古くからの土地

を放置するのが忍びなくてできない人も多い。例えば少しづつ人口の集約をす

るために、新たに家を建てる土地の安価での提供や住居地の誘導をしてもいい

かもしれない。長期目線で進めていくしかないが、そろそろやばいと思う。 

50代 浜田地域 水道管や橋の老朽化を考えると、新しいハコモノはいらないので、神楽館だとか

やめてほしい。中山間地域のデマンドタクシーは絶対維持できない。限界が来る

ので、いつかは諦めて町中へのコンパクトシティへ考え方を切り替える政策へ市

長が率先して主張して欲しい。 

 

50代 浜田地域 お店が散ばってるので集中してると助かる。収入が少ないのに家賃はすごく高

い。生活がきつくなる。車に乗らなくなったら山の中くらしは難い。ドラッグストア

が多すぎる 

60代 浜田地域 大学もあり継続的に維持出来ると思いますがコンパクトな街づくりを継続してほ

しいと思います。 

60代 浜田地域 商業地や病院等をまとめるなどして、人の動線を考えた活気ある街づくりをお願

いします。 

70代以上 浜田地域 人口減少に歯止めがきかない現状の浜田市ですので、この先ある程度集約した

地域で快適にすごすほうが良いかと考えます 
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70代以上 浜田地域 市民が生活しやすい市にしてほしい。ムダな箱物を作るのでなく、子供達が市外

からも寄べる様な活動出来る様物を（スポーツ施設等）考えてほしい。人が集ま

る場所が点在してるので集約してほしい 

40代 金城地域 買い物しにくいです。どう回るか考えて色々動かないといけない。人が集まって

もいいくらいの駐車場と色んな店があって１ヵ所で終わらせたい。 

40代 金城地域 ひとをなるべく集め、インフラの効率化を図って欲しい。 

10～20代 三隅地域 今後、インフラ整備や維持していくのが困難になってくる中で、生まれ育った地区

に住む人のために、ぽつんとのような山の上に数件をなくして、同じ地区の中で

まとまって住んでいければ、人口が少なくなっていっても、維持しやすくなると思

う 

40代 不明 無駄な施設を減らし、分類によって施設の集約をした方が良い 

税金・予算・補助等について（14件） 

30代 浜田地域 本当に市民のために必要な施設や政策へお金を使ってください。しがらみにとら

われ、一部の人だけのためにお金を使うことは市の破綻を招きます。ただでさえ

人口が減り子どもも減り、このままでは故郷浜田はなくなります。素晴らしい浜

田を守るために、正しい選択ができる市政をお願いします。 

40代 浜田地域 色々な補助が出たりする場合の所得制限をなくして欲しい。税金を払っても低

所得者ばかりが補助や控除などを受けてなんのために仕事を頑張っているのか

わからなくなる。 

40代 浜田地域 いつまでも暮らしていける待ちするためにと言って市民の金銭的な負担が増え

るのであれば意味が無いのでやらない方がいいと思う。いつも給付金など子育

て世代、シニア世代にばかり優遇されるのではなく一律にして欲しい。 

40代 浜田地域 まちづくりと称した高齢者の生きがい対策に金を使いすぎ。地域活動が盛んなと

ころには、住みたくない。 

40代 浜田地域 子供のインフルエンザワクチンの全額補助など 

50代 浜田地域 同居している両親（主人の両親）より、金銭を要求されてとても困っています。主

人も私もパート勤めなので、ローンの支払い等もあり、とてもきびしいです。まと

もに生活ができていません。毎月、少しでもいいので給付金があれば助かりま

す。 

50代 浜田地域 生活するためにはお金が必要です。この物価高の中、市の税金が高いと思って

いる市民は沢山いると思います。人口が増えることは良いことですが、税金等が

高いと住みたいと思う人がどれだけいるでしょうか？人口減少の中、市議の定

数削減や市議・市職員の給与等を削減していただき、市民に負担がかからない

ようにして欲しいです。遅くまで市役所に灯りがついていますが本当に必要な残

業ですか？残業が当たり前になっているなら、時間内に仕事が終わるよう、方法

を考えなくてはいけないのではないですか？残業代も我々の税金であることを

忘れないで欲しいです。 

50代 浜田地域 浜田市に U ターンするにあたって 1 番嫌だったのは、下水道が整備されていな

い事でした。実家は車が入らない所にあり、合併浄化槽を入れるのにかなり費用

がかかるとの事。下水道を整備しないなら、補助金をしっかり出してほしい。他

県で実家が汲み取りだと話したら、今どきそんな所があるのかと言われました。

下水道が整備された所で住んでいた人は簡易水洗トイレでも、嫌な感じがしまし

た。その他は、生まれ育った場所なので、不便は承知で帰って来て、地元はやっ

ぱり良いなと思って暮らしています。 

60代 浜田地域 住民負担を前提としたまちづくりは肯定しがたい。国・県と連携強化に努め、無

駄のない税金使用を徹底してほしい。 
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年 代 地 域 その他の内容 

60代 浜田地域 公共料金の収入に応じた料金設定 にぎわう場所や開催 

60代 弥栄地域 免許返納後にシニアカー（電動車…）等の支援、歩道等のせいび。 

30代 三隅地域 子どものことに関しては色々と配慮を受けれていると思うが、子どもが手を離れ

てくると、浜田市の住民税が高すぎて早く市外に出たいと思う。小さい学校は早

く統合してほしい。小さいなりの良さもあるが、小さいからこその不便や親子の

辛さもある。大きい学校で教員が充分で手厚いのがいい。 

 

60代 三隅地域 物価を下げ、消費税を下げること。 

10～20代 不明 住民負担をせず、有効かつ効率的に物ごとを進めてほしい。子ども（幼児など）

や高令者に対する助成はけっこうあるが、私たちの年代（高校卒業～大学（１０代

後半～２０代））にもう少し手厚い助成があるとうれしい 

インフラ整備（14件） 

10～20代 浜田地域 空き家を徹去し、道路・土地区画の整備をしてほしい。 

40代 浜田地域 無人カーの報道を見ました。一口に浜田市と言っても、奥の方は民家がヘリ、イ

ンフラもままならない状況。予算をしっかりと見直して、高齢化社会のインフラを

整えてください。 

40代 浜田地域 避難所、公民館、公園などのトイレ整備 

40代 浜田地域 下水道の拡充。 

50代 浜田地域 下水道施設の整備 

50代 浜田地域 下水道の整備 

50代 浜田地域 老後に住める公共住宅を増やして欲しい。 

 

50代 浜田地域 下府町の上の浜、貯水タンクのことが、町内の集まりがあるたびに話題になって

います。タンクが設置されてから長い年月が経っていること、地震などの災害が

起きた場合、貯水タンクから水が流れ落ち、家が流されるのではと地域住民の不

安があります。安全に安心して住み続けることができるように、事前に対応を地

域住民への説明をしていただきたいです。 

60代 浜田地域 問２１に関しては、日本全国どこに住んでも安全と言える場所は無いでしょう。関

係ないですが、警察では対応してもらえなかった事で、事故の危険が増えると感

じている事があり、水道、ガス等の工事の際、道路工事の振動などで電柱の向き

が反対になってしまい、一方通行標識が逆向きになっている場所があったので

（えびす町）インフラ工事の時には、こういうところにも最終かくにんできるシステ

ムも必要かと思います。 

60代 浜田地域 金品配布より、川の中の草木の除去、水道の管理等に使ってほしい 

60代 浜田地域 山間部の道路状況は良くなっていますが、山間部を流れる谷川（渓流）の整備が

出来ていないのでは？３０～４０年前はドライブの途中で子供達が渓流で遊んで

いましたが、今は倒木等で見るも無惨です。必要以上の整備はしなくていいです

が、普通（自然）にキープして欲しいです。 

70代以上 浜田地域 インフラ施設の維持、修繕。若者が定着する様な施策、企業の誘致など 

10～20代 弥栄地域 新しい道路はいらない。今ある道路の白線やミラーにかかっている木を切った

り、道路にかかる程伸びた草を刈ったり、今あるものを整備することで十分と考

えます。 

40代 不明 ・道路の修繕を望む。・道路に張り出している、立木の伐採を望む。・箱物の建設

はいらない。 



64 

 

年 代 地 域 その他の内容 

子育て支援（13件） 

10～20代 浜田地域 子育て支援を充実させ、どんな世代の人たちも、安定した給料がある。都市開発

を望んでいます。 

10～20代 浜田地域 子持ちが住みやすい町にしてください 

30代 浜田地域 昨年出産し、子育て支援が少ないと思った。他県（地元）ではオムツクーポン５万

円や、家電購入援助奨学金免除等、こちらより充実している。支援センターすく

すくでは、受付をすますと後は職員さんが様子を見にきたり声をかける事は少な

い。他県のセンターに行くと一緒に遊んでくれたりなにげない会話で悩みを聞い

てくれたりする。ただの遊び場ではなく、母親の息抜きできる場所にしてほしい。 

30代 浜田地域 子育て世代に対しての支援の拡充。 

30代 浜田地域 子供を育てやすい環境作りが必要だと思う 

30代 浜田地域 とにかく子育てしやすい街にしてほしい。そして、浜田で育った子どもたちがもし

県外に進学等した場合も帰ってきたいと思えるようにしてほしい。そうしないと定

住に繋がらないと思います。 

 

60代 浜田地域 コロナ化後、リモートワークも普及し、自然とまた広島にも出やすく、食も美味し

い浜田へ。都会で働く人たちの移住、または会社の保養施設などの働きかけなど

どうでしょう。その為にも浜田の子育て環境をしっかり考えていくべきだと思いま

す。また市内には個人でパンや雑貨、お菓子作りなどイベントがあれば出店され

る方が多くいらっしゃいます。イベントだけでなく、定期的に出店できる広島やお

店を市が提供されても良いのではと思います。そこがステキな公園芝のある中

でスタバのようなカフェでもあれば最高です。 

60代 浜田地域 空家等を有効利用し I ターンや U ターンを促進 子育て支援を促進 住みやす

い町にする 

50代 弥栄地域 子育てしやすいまちにする事。（小さい子からお年寄りまでが）皆一緒に生活して

行けるまちづくり。田舎が孤立しないまちづくり。田舎で生活に必要な助成。（雪

の多い地域など） 

30代 三隅地域 子供に対しての支援があまりないと思う。公園や屋内で遊べる施設などもない。 

60代 三隅地域 具体的な考えはないが、浜田市が子育てしやすい町という印象になれば良い。 

40代 不明 こんなに少子化の進んでいる市でも待期児童がゼロではない、保育を必要とす

る児童がいる状態です。これでは、この市に住んで安心した子育てを選択するこ

とはできないのではないでしょうか。保育ニーズに合わせることも大切ですが、

待期児童を解消する為の施策を保育施設と共に検討する、現在の保育の現状

について利用者が安心できるように取組を進める、施設の運用について更に切

り込み、園長の実態等について市が把握し、この市で安心して子育てをし、郷土

を愛せるような経験のできる市にできるようにしていって頂きたいと切に願って

おります。三浦市長のこれからご期待しております。 

70代以上 不明 住みよい町にするためには、人口ふやすこと。子供が生れたら、お祝い金を出す

など、子育て支援を具体的に考えて、若い家族をふやすことを考えてほしい。 

市政に対する要望（11件） 

10～20代 浜田地域 市民を大切にする思いを感じられる政治を行って欲しい。市民がどうして浜田か

ら出るのかを考えてると見えること、やるべきことが自然と見えてくるはず。今の

浜田は少なくとも、一度出た人間が戻って自立した生活をしようと思うには何十

年もかかる街だと思う。 
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30代 浜田地域 近隣の地区でいうと邑南町のような町の活生化を活発に行う市にするべきと思

う。新市長が保守的で今までと変わらない浜田市になると思うので、新しい各政

党に支持されていない市長にして新しい風をふかせるべき 

30代 浜田地域 定期的にこのようなアンケートを行うことは有意義だと思います。内々の人材の

みで市政を盛り上げるのは限界があるので、市外の人材とも積極的に交流し、

質の高い市政運営をお願いします。 

30代 浜田地域 誰もが孤立しないよう、居場所や相談場所がわかりやすくなると良いです。若い

人が働く場所を自分たちで作りやすくなるよう、行政で応援して欲しいです。 

60代 浜田地域 ①これからのまちづくりは「医療」「教育」を市政の柱として進めてほしい。②神楽

ホールは不要です。各地区（旭、弥栄、三隅、金城、浜田市内）の社中を大事にす

る。原点はショーではなく、奉納舞です。神楽により構築されている地区の人づく

りを大事にし、地区の活性化に繋げる。③これ以上の箱もの建設は反対。維持費

ばかりで活用を考えるべき。④浜田市のリハビリテーションカレッジに生徒を集

めることを考える。⑤不登校、ひきこもり、虐待、子どもの自殺等、人づくりを大

切に考えてほしい。（神楽にトップがのぼせているようでは困る。進言される方不

在？イエスマンばかりに囲まれて、市民の思いとは大きな溝がある。）市長の「ア

プリで不登校対応する」残念な言葉です。現場を把握し、教育委員会も積極的

に動くべき。市民の声を聞き、税金は市民のためになるように使ってください。 

60代 浜田地域 人口減少、高齢化が進むのに公共下水道が浜田市に負担となりませんか。水道

料金の値上げがこれ以上続くのは困ります。水道管の更新もしなくてはならない

のに、今から公共下水道に時間とお金がかかり過ぎるのではないか。今後ネット

で全てが申請となるのかもしれませんが、それに対応できない市民もまだまだい

ます。平日の昼間だけでなく、土曜の昼間・平日の夕方等、公民館等でスマホ教

室が開かれると嬉しいです。ガソリン代、家賃が高い。 

10～20代 弥栄地域 浜田市中心部であっても、その他地方地域であってもできるだけ差のうまれな

い「地方が見捨てられた」と感じない浜田市になってほしい。 

50代 弥栄地域 国家行政の言いなりにならない地方自治の自立の確立 

30代 三隅地域 広く市民の意見を聞く上では、トップ自らが積極的に地域へ出向き話を聞いた

方が良い 

50代 三隅地域 市町村合併廃止 

50代 三隅地域 とにかく街に活気がないのは元より、今までの市長の失政が響いていると感じて

いる。本当に危機感を持って街づくりをして行かないと出雲市か広島県内にでも

引っ越すしかなくなる。 

医療の充実（9件） 

40代 浜田地域 ・安心して治療を受けられる医療の充実、質の向上を求めます。・公共交通の選

択肢が多いと助かります。 

40代 浜田地域 ・医療、医師の充実。・移動手段の充実。・空き家を無くすかリノベーション提供

するか。放置無。 

40代 浜田地域 浜田地域に産婦人科の病院があると良いと思う。医療センターだけでは予約を

とるのが大変。 

50代 浜田地域 病気にならないよう、予防医学の情報を市民の皆様に提供できるとよいですね。

（健康寿命が延びるよう） 

60代 浜田地域 病院の充実、働く場所の充実が 1番必要、人が居なくなります 

70代以上 浜田地域 とても住みやすい町です。ただ医療（公的な）関係がもっと充実してほしいです。

近くにリハビリが出来る場所があると自立した老後が送れると思います。 
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70代以上 浜田地域 病院を充実してほしい。特に耳鼻科、婦人科。医療センターの先生を増やしてほ

しい。 

40代 三隅地域 予防接種の助成があっても、病院にワクチンの確保が無いために予防接種が出

来ないので、何とかして欲しい。 

60代 不明 入院できる病院（施設）と介護施設を維持して欲しい。それが出来なくても、せめ

て減少はさせないでほしい。 

山・畑の管理・草刈りなど（９件） 

50代 浜田地域 家の裏の落石、倒木対応（他人の山だった時の）。町の緑を美しくバイパス周囲

の景観が良くない。道路脇の大きく成長しすぎた木々の管理は問題です。山の

多い浜田では倒木、土砂崩れの危険多し。 

60代 浜田地域 昨今の熊の問題など、高齢化や人手不足で山の手入れや草苅りなどできない箇

所が多い。里山を荒さないよう行政が積極的に指導や援助して欲しい。個人で

は負担が多い。 

70代以上 浜田地域 神楽にばかりお金をかけないで、城山の木のばっさい等、外ノ浦が見えないため

浜田の宝の場所の整備をお願いしたい。郷土資料館に子供達が見学出来るス

ペースを！！ 

70代以上 浜田地域 ・県の防風林が伸びて大いに危険です。・下水道の排水が悪く、市に何度もお願

いしても処理してもらえない。 

70代以上 浜田地域 問２０でも言いましたが他人の山の木が大きくなり倒れると屋根が壊れその木で

川を塞ぎ水の流れが悪くなりあふれ出て水害がおこると思う。こういう事を市か

ら持主に言ってはもらえないでしょうか？ 

70代以上 浜田地域 土堤の草、竹。個人でないけど、持主がされず。少しづつ刈りまずが、追いつか

ず。嫌ですネ。心配でも有り。 

60代 三隅地域 市道の草刈を行なって下ださい。井野倉掛の道は手つかづになり生活にたいへ

んこまっている。今は人が生活にたいへんこまっています。 

70代以上 三隅地域 草や木がシゲって高令になってはどうにもならずあまり住みたくないです。県の

土地や他人の土地ばかりで墓参りもままならず道の草だけは何とか刈っていま

すがこういうことも聞いてはもらえませんし県も人手が足りんそうでお互い大変

です。どうにかなりますか？ 

70代以上 三隅地域 自治会だけでは市道の草刈等が出来ないようになるので市で行って頂きたい。 

高齢者支援(9件) 

30代 浜田地域 市内もですが山間部に住むお年寄りが心配です。買い物、病院、介護と課題が

多いです。中々住む場所を変えるのは難しい事です。子育てはもちろんですが

お年寄り、介護世帯にもやさしい浜田市になって欲しいです。 

50代 浜田地域 老いても不便を感じない街であってほしい。老人が便利な交通を拡充してほし

い。 

60代 浜田地域 高齢者が住みよい町づくり（公共手段等）経済界に努力が足りない。魅力が無い

浜田（益田を見習うべき）！観光にアピールなし。 

60代 浜田地域 人口がどんどん減っていき、このままでは浜田市もいつまであるか心配である。

今から若者を残すとか言っても色んな意味で無理があり、まだ私も考えがまとま

らないが逆に老人にやさしいまちを徹底して、老人の移住をつのる。 

70代以上 浜田地域 バスが最近廃線になったりして不自由になっている高令者の方には市から手厚

いサービスをしてあげたい。（病院行き、買い物行きの乗り合いタクシーバスな

ど）。石見幼稚園などの空き地を市民の意見をもとに上手に活用してほしい（そ

れまではほったらかしにしないで）時々見まわりをして 
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70代以上 浜田地域 高齢者が多くなっているのでディサービスとかじゃなくて自由に集える場所があ

れば！ 

70代以上 浜田地域 子供や髙齢者の見守り、声掛が無いのが淋しい。 

60代 金城地域 今、６０代になり、年をとってからの買物や受診、公共交通の設備についてとても

不安に感じています。もっと安心して暮らせる町にしてほしいです。 

60代 金城地域 年金生活者の住みやすい町作り 

地域との関係性・コミュニティ（9件） 

10～20代 浜田地域 地域交流(特に多世代での交流)が活発化されるような仕組みが作れると良いと

思います 

40代 浜田地域 人口減少の進む中で、市民一人一人が足を引っぱりあうのではなく、どうしたら

住みよいまちになるか、知恵と力を出し合ってまちづくりに取り組むことが必要だ

と思います。足の引っぱり合いではなく、知恵と力の出し合いを。 

40代 浜田地域 公助も必要ですが、共助の意識をもっと高め、自分さえよければではなくみんな

でよりよく過ごせるために、どんな工夫ができそうか、一緒に考えていく、対話す

ること 

40代 浜田地域 AI の活用 浜田市観光キャラクターVR を作成して、市民からのコミニュケーシ

ョンをはかる 

60代 浜田地域 いざという時に声を掛け合える人とのつながりづくり 

60代 浜田地域 地域の繋がりもって、まず気持ちのいい挨拶くらい自然にできるような町になれ

ばいい。 

70代以上 浜田地域 町内会の行事の参加者が少なくなっている。アパート等でのお住まい方の町内

への参加がないので困っている。 

30代 弥栄地域 交通環境整備も大切でしょうが、良好な人間関係がなければ住み続けることが

困難なケースは昔からあることも忘れないでほしい。 

50代 三隅地域 自分の故郷や地域に誇りを持ち、住み続けている人と人とのつながりを大切にし

たい。田舎にはサービスや施設は年々無くなっている現状だが、自分たちのでき

る形でまちづくりの組織を再編成しながらでも、田舎の生活を諦めたくないと思

う。 

子どもの遊び場（8件） 

10～20代 浜田地域 子供が遊べる公園が少ない。 

30代 浜田地域 子どもが学びながら遊べる施設が増えると良い 

30代 浜田地域 子育て世帯としては、今まで益田まで買い物に行く事が多かった。西松屋が出

来たおかげで、多少は浜田で過ごす事が増えたが、もう少し子供用品や飲食店

など子育てしやすいお店が欲しい。遊ぶ所もアクアスか、すくすくしか無く、土日

の過ごし方に困っている。ガソリンも高いので毎週遠出は出来ないし、お昼寝が

必要な幼児が居るので、出来れば浜田市内で遊ばせて、お家でお昼寝出来るの

が 1番良い。観光客も大事だが、市民が必要とする施設を優先して欲しい。 

40代 浜田地域 未就学児に対しての対応はあるが、小学生からの対応が少ない。子供たちの居

場所が本当に少ない。大学もあるのに、学生たちの活気が感じられない。やる事

がないから家でゲームをするしかないと思います。共働きを支える為にも、若い

人達が安心していれる場所、遊べる場所を充実して欲しいです。若い人が楽し

い、いて良かったと思わないと離れていくと思います。 

50代 浜田地域 ・子供たちが遊べる場所が少ない。空家のスペース（沢山あって、見るとさびしい

です）を活用して、楽しい場所を作ってあげられないでしょうか。 
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70代以上 浜田地域 集会所や空き家を利用して、子供や年寄りが集える居場所があると良いと思う。

遊園地はあずまやを作り集える場所に。これらには設備投資・運営面で支援が

必要。 

10～20代 弥栄地域 子どもが遊ぶ場所が少ない、バスなど交通機関のお金が高い 

30代 三隅地域 子供の絶対数が減っているが、子供達が遊べる場所が減ってきている。中学に

上がった際の部活動が無く、クラブチームに所属すると言ったことがあるが、親

の送迎が必須となり親への負担が大きくなっている。今後、全ての部活動が無く

なる事が増えると思うが、早めの対策や市からの支援を積極的に考えてほしい。 

 

市役所・職員に対する要望（8件） 

40代 浜田地域 副市長など行政職との意見交換などがあるが、平日の日中などに設定されてお

り、そもそも現役世代の話を聞く気がない。ぜ 

40代 浜田地域 都市整備計画を策定する上で、住民からの意見についてしっかりと集約をして

策定をして欲しい。コンサルなどの活用が悪いことではないが外部を活用する前

に利権等をなくした上で課内でしっかり協議し策定して欲しい。今後、人口減少

となってしまう前に他市から移住したいと思われる地域になる様なまちづくりを

計画して欲しいです。 

50代 浜田地域 浜田市役所職員方々の専門知識をしっかりとしてほしい！ 

60代 浜田地域 市の職員のスキルアップ。子供から老人にやさしい税金の使い方をしてほしい。

税金の有意議な使い方。他県の市町村を参考にして、良いところを取り入れたら

よいと思う。 

60代 浜田地域 広報誌に、浜田市の人口が載っているが、増えているか減っているかがわから

ないので、前年同月比等の表示が必要ではないか? 

50代 旭地域 市街地と周辺地域との行政格差を出来るだけ少なくしてほしい 行政が地域か

らいなくなれば心の拠り所がなくなり一段と地域は衰退すると思うので地域を守

るため踏ん張っていただきたい 

60代 弥栄地域 以前、市の職員が担当区で改善してほしい所を聞かれ、地区で意見を出したが

職員（女性）曰く、職員は係長の顔色をうかがいながら、また係長は課長の顔色

を伺いながら、課長は部長の顔色を伺いながら…だから意見を言われても、い

つになるかわかりませんとの事。本庁の中が変わらない限り、浜田市は良くなる

事はないと悟った。いまもそうなのか？ 

10～20代 不明 市役所で手続きをすることは特に私のような２０代にとってハードルが高く、郵便

は時間がかかり、平日の日中に休みがある方ばかりではないと思うので、戸籍

謄本をはじめとした、マイナンバーカードでコンビニで手続き可能なサービスを

他の市町村と同等なレベルで良いので増やしてほしい。 

観光・PR（7件） 

10～20代 浜田地域 観光地や聖地等素敵な場所がいっぱいあるからこそもっと全国に広めていって

ほしい 

30代 浜田地域 浜田市のファンを増やして推せる浜田市になっていってほしい。 

60代 浜田地域 観光施設の拡充 

70代以上 浜田地域 市の活性化、観光客を呼込む町作り。 

70代以上 浜田地域 海浜公園の所をもっと広げアクアス～千畳敷等への観光ルートにできないでしょ

うか？観光バス駐車場等や公園等もあったらいいなと思います。久代寄りも開

拓し海水浴場へ行ける様にしたら？ 
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40代 金城地域 浜田市には日本一の温泉もあり、きれいな海もあるのにアピールが足りない。も

っと県内、県外にアピールして人に来てもらい、住みたいなと思ってもらえる様に

なればいいなと思う。地域住民にも協力してもらえる様、地域住民特別待遇があ

っても良いと思う。 

60代 三隅地域 県内外から移住の受け入れを積極的に行う為の環境整備まちづくりや移住希望

者へのＰＲ活動を実施して、１人でも多くの受入れが出来る様にするといいので

はないか。 

交通の便（7件） 

40代 浜田地域 若い世代や学生などが浜田市内で買い物やご飯が食べれるように開発していく

とよい。また、老人の買い物などの移動手段が便利になればいいと思う。 

60代 浜田地域 公園など行楽地など作って交通の便利を良くする。年令に関係なく集客ができる

施設などあれば良い。 

60代 浜田地域 自家用車が無くては成らない現状で将来の経済力と移動手段に不案がありま

す。 

50代 弥栄地域 田舎に住んでいると、買物１つにしても不便（時間やお金がかかるし）。車の免許

返納後の生活が不安なので、そうなったら引っこすと思う。 

50代 三隅地域 山間部地域での交通手段の確保 

70代以上 三隅地域 だんだん年を取って行くと交通環境の整備等をやってもらわないと人間年を取

っていくので動けなくなる。浜田市は人口がへっていくのでそのうち店とかもへ

って行くし、お先まっくら 

70代以上 三隅地域 免許を返納をしたあとの交通手段が少なく心配である。特に夜間のタクシーが

あるのかわからない。 

教育について（6件） 

60代 浜田地域 教育の充実が欠かせないと思う。地域全体の学力をもう少し高くしないと子供を

育てる上で心配。 

60代 浜田地域 自身のことより子供たちの安全、そして教育の機会や質の向上をお願いしたい

です。 

30代 金城地域 子どもの放課後の過ごし方の選択肢が増えるといいなと思います。父母ともに

帰宅時間が遅めですが、校区内の児童クラブは定員いっぱいいっぱいで、学校

までは少し距離がはなれているので、通学路圏内に子どもが気軽に寄れてすご

せる場所があるとうれしいです。 

40代 金城地域 少人数学級での教育を推進してほしい。小規模特認校制度を積極的に導入し、

子供が減る→廃校とする流れをなくしてほしい。 

30代 弥栄地域 小学校や保育園の統廃合は子の生活リズムのためにもなるべく避けてほしい。

人口減少により経営が困難なのはわかるが、そこに市の援助があれば免れるの

では。 

40代 不明 子どもたちの教育に予算を多くつけてもらいたい 

少子化・人口減少対策（5件） 

30代 浜田地域 少子化対策が最優先だと思います。子どもを産み、育てたいと思える町、そのた

めには産前〜成人までの教育・医療にかかわるものの負担をまず無くすところ

からだと思います。(所得の制限なく) 

50代 浜田地域 人口を増加させる施策、物流団地の拡幅、企業誘致 

60代 浜田地域 将来的な事を考えれば、少子化対策が急務。若者が定住できる町づくりを推進

してほしい。 
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50代 金城地域 人口減少の歯止メ。その為には、店の誘致、イベント、人を集めて活性化。もちろ

ん、住みやすい学校、保育所、病院の充実が一番。 

50代 旭地域 本当に人口増やそう。育児、子育てが他所と一緒じゃ流出止まらないです。見当

違いもいい加減にしろです。 

道路・自動車交通について（5件） 

40代 浜田地域 市内の道路を拡げてほしい。効外へ住宅を移転させ、市街地を拡くしてほしい。 

60代 浜田地域 浜田駅前の駐車場利用の利便性（年配の人にはネットでに PR の利用、予約は

難しいのでバス、鉄道を利用する年配の人に使いやすい駐車場の確保） 

 

70代以上 浜田地域 ①浜田駅周辺の道路の白線がきえていて運転しづらいので早急に描いてほし

い。②市街地へ向う道路の街頭を増やしてほしい。③高齢者（車の運転が困難）

が片道１００円で利用できる（周遊・もしくは通院など）路線バス的なものを開発

してほしいです 

50代 三隅地域 他県からも人が来やすくなるよう高速を繋げるなど交通インフラの整備 

70代以上 不明 浜田市内へ向う車朝のラッシュ。 

三桜酒造跡地の利用について（5件） 

30代 浜田地域 三桜跡地の神楽資料館等をつくる計画には反対です。神楽の主は奉納だし、も

っと市民が楽しめる場所を提供すべきです。浜田駅前についても、そこに何億も

かけるより困っている市民を助けてください。市民の声を聞いて下さい。 

 

30代 浜田地域 少子化は本当に深刻な問題と思う。子どもを連れて出かけられる場所が本っ当

に少ない。例えば今の三桜跡地（？）は、県体の習い事を待つ保護者（小一時間

待つところないですよね…今。）がちょっとお茶を飲めるようなオシャレなカフェを

作るとか、子育て世代が楽しめる場所をつくって下さい。 

60代 浜田地域 石見神楽は確かに大切だが、鑑賞できる場所がないわけではないので、三桜酒

造跡地は市民の生活がやりやすいような活用にしてほしい！福祉優先に考えて

ほしい。 

60代 浜田地域 三桜跡地には、神楽殿は絶対に建ててほしくありません。世代を超えて楽しめる

施設を考えてください。 

30代 三隅地域 酒屋さんの跡地に神楽に関する施設を建てる案があるようですが、絶対にやめ

た方が良いと思います。駅前のあの場所には、ファミレスやカフェなど人が集うこ

との出来るものを作るべきです。どうしても伝承館を建てたいなら、こども美術

館のある辺りで十分です。ゆうひパーク浜田がとっても寂れているのも心配で

す。もっと観光客も地元民も行きたくなるような場所にできませんか?他の県に

は魅力的な道の駅が沢山あるので、参考にしてください。 

若者の意見を反映してほしい（4件） 

50代 浜田地域 古い考えはなくして、新しい(若い人）の意見を取り入れた方が良いのではない

でしょうか。浜田市はこのままだと何も変わらない気がします。 

50代 浜田地域 若い人(中学生、高校生、県外含む大学生短大生専門学校生等)の意見を毎年

調査し、統計を取り、出来る事から行っていく。高校生までの子育て支援(生活

費支援)を充実させ、子持ちの世帯が浜田に引っ越したくなる措置を講ずる。 

 

70代以上 浜田地域 私は高令者なのでもっと若い人にたくさん意見をもらって下さい。 

30代 三隅地域 若い世代の（２０～３０代）意見に前向きにとりくんでいってほしい。働く場所を増

やす。 
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ガソリン価格について（4件） 

30代 浜田地域 ガソリン価格をなんとかしてほしい！益田市や出雲市との価格差が酷すぎる。そ

のため一生住み続けるかと聞かれると抵抗がある。 

50代 浜田地域 ガソリンが高い。浜田市民は益田や出雲等へ買い物に行き、お金を使っている。

浜田は活気がない。 

70代以上 浜田地域 このアンケートとは関係がないのですがどうして浜田市はガソリンが高いのでし

ょうか？ 

70代以上 浜田地域 益田に買物や食事に行き帰りに安いガソリンをついで帰ると若い人は言い、浜

田市にお金が落ちる工夫をした方が良い 

若者のスタートアップ支援（3件） 

40代 浜田地域 若者が銀天街に出店出来る様市からの無償借付けをし１年後から返済できる助

成金制度を作ると良いのでは？ 

60代 浜田地域 若者が起業しやすい環境 失敗しても再チャレンジできる 

40代 金城地域 若者がチャレンジできる雰囲気があればいいとおもいます。今は若者がチャレン

ジすると頭ごなしに否定されるので。 

集約に対する反対意見（3件） 

30代 浜田地域 好きな所にすんだら良いのではないでしょうか？５年住んでない家は売ってほし

い。近所に空き家あるのに売ってない。 

60代 浜田地域 コンパクトシティーの時代の流れは理解できるが、逆行する考えの人も大切にす

る街づくりができたら良いのでは！ 

70代以上 浜田地域 きちんと納税していれば、衣食住、教育、医療は浜田市のどこに居ても確保され

るべき。公共交通機関も確保されるべき。 

アンケートに関する意見（2件） 

60代 金城地域 問１３の解答は、選択する余地がない（①以外は住民負担が必須？）。アンケート

結果は公表されるのでしょうか？ 

30代 旭地域 このアンケートの趣旨が理解し難い。防災、日常生活とフォーカスがどこに当て

られているのか。アンケートを実施する費用と効果の費用対効果がない。ワーク

ショップなど行う方が良い。 

人材育成（2件） 

60代 浜田地域 ともかくセンスが悪い。立案から専門プロデューサを育ててほしい！ 

70代以上 金城地域 各分野における地域リーダーの育成 

金銭的負担（2件） 

30代 浜田地域 永住するために必要な土地の値段が高い。浜田市の土地単価であれば出雲付

近でも住むことができる。医療や教育の維持は必須。大都市の方が公的サービ

スが充実している。田舎の方が金銭的に負担が大きい。車は1人一台必要だし、

物価も高いのでそれでも住みたいと思える付加価値が必要。都会の方が賃金も

高く、物価も安い。この辺りを加味して浜田市の行末を考えて欲しい。親がいな

ければ浜田に帰ることはなかったと思う。自分の子どもにはそれ以外の魅力を感

じて浜田を選べたらと思う。 

 

40代 浜田地域 物価（食料、ガソリン）が高く、給料が都会よりも安いので、他県に住みたいと思

う人はたくさんいると思う。交通の便も悪く、旅行に行くにもお金がいるし、魚が

安い市なのかと思っていたが、他の市や県の方が安く、せめて市民税など安くし

てほしい。 
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年 代 地 域 その他の内容 

イベント（2件） 

70代以上 浜田地域 浜田市は漁業の町なのに、おさかなセンターが生かされていない。最っとお魚の

イベントや市民に安くして提供して欲しい。 

70代以上 浜田地域 魚の町浜田定期的に一般客や広島の客が集まる様な新鮮な魚類野菜などの朝

市など子供中心に一般客が楽しめたらいいですね 

その他（39件） 

10～20代 浜田地域 情報格差がなるべくないように知りたい情報を取れるようになればいいと思う。 

10～20代 浜田地域 とにかく新しいものが入ってこない。すべて益田に流れる。これでは浜田に残り

たいと思わない。ここで住み続けたいとは一切思わない。浜田は大好きだが。 

30代 浜田地域 浜田市外への移住が問題なのだったら、岡山県や広島県の分地を設けてもらい

たい。国内でも後進地の方の扱いが気にくわない。 

30代 浜田地域 人を大切にしない場所では人は増えない 

30代 浜田地域 神楽関連施設は「住みにくいまち」になる一歩です。→いらない 

30代 浜田地域 よりよい市にしていきましょう！ 

30代 浜田地域 適度な田舎の維持 

40代 浜田地域 土地価格の下落 

50代 浜田地域 設備投資をしても住んでいる人、使う人の意識が変わらなければ、意味がない

のではないでしょうか。大学を誘致しても、市の人達が暮らしやすいまちに進化

させる努力がなければ、みんな離れていくと思います。 

50代 浜田地域 仕事をしながら親の介護をするのは困難であり、仕事をやめると生活できない。

入る施設も高額で困難。介護問題を1番に考えないと浜田市立地適正化計画は

実現しないと思います。 

50代 浜田地域 とにかく活気がない。遊びに行く場所、食べに行く店がなく、市外の方から指摘さ

れると返す言葉もない。少子化対策は本当に大切だと思っているが、今は無縁

のため、自分の預金を切り崩して子育てしてきた世代からしたら、今でも文句を

言っている子育て世代は、かなり恵まれていると思い、今までも我慢、老後も不

安定で50代は常に我慢を強いられる損な年代だと感じる 

 

50代 浜田地域 日頃利用していた飲食店が多数閉店したのが、残念です。 

60代 浜田地域 家のうちの木大きくなって心ぱい 

60代 浜田地域 ・野外大型スクリーンを設置し、マイカーでも皆が行ける（映画・神楽、スポーツｅ

ｔｃ）定期的に上映などして人が集まり楽しめる場所があってもいいかも。・空き

地など観光場所・道路沿いなどにもっと花などを植えたり。市民にも呼びかけす

るのもいいと思います。 

60代 浜田地域 空き家が多く危険な建物も多く見られる。自然災害における二次災害の危険性

も考慮して対処していただきたい 

60代 浜田地域 海上自衛隊誘致が最も効果的かと。（反対は強いだろうが。） 

60代 浜田地域 目の前には海があり、「いわみ」等があり、最高の場所だと思っています。自宅は

古いけれど、山・海があり、浜田はよい所です。 

70代以上 浜田地域 周布川西防災センターの設置に感謝しています。できればＡＥＤの設置もしてあ

れば安心です。 

70代以上 浜田地域 他を思いやる心が第一と考えます。 

70代以上 浜田地域 市民一人一人の健康づくり、体力づくり。 
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年 代 地 域 その他の内容 

70代以上 浜田地域 健康な人間、動物にまで接種できるワクチンは、「百害あって一利なし」なので止

めてほしい。 

70代以上 浜田地域 浜田の良さ、価値を知る教育で地域をほこりに思うことができれば一度は都会

に出ても帰って来るのでは。少子化について。 

70代以上 金城地域 昭和をいつまでも引き摺る時代錯誤の町内はＮＧ。若者が離れるばかり。これを

言うと昭和３０年生以前の方は不服を言う（笑） 

10～20代 旭地域 ガソリン価格や商業施設、益田市にとられているとおもう。 

40代 旭地域 物価が高くなるばかりなので、また地元の店で使える商品券など定期的に販売

してほしいです。みんなが助かることにはいくら金を使ってもいいと思います。 

50代 旭地域 休耕作地を整備 

60代 旭地域 合併後、保育所・小学校、日常生活に必要な食品をあつかう店、かかりつけ医と

次々と日常生活に必要な施設がなくなり、住む人も少なくなった。その反面動物

が田畑をあらし収穫量も少くなっている。５０年前と、又３０年前と比較して住み

にくくなったと思っています 

70代以上 旭地域 身体に障がいがあれば荷物も多くなるし人の手を沢山かりるのでそのままなる

様に待つ。老人が多く助け合う頼む人が少ない。その時、その時に考えている。 

70代以上 旭地域 金が無いから此処に居る レベルの低い地域や行政に期待していない 

10～20代 弥栄地域 まだ学生なので余り考えた事はない 

30代 弥栄地域 これからも続く町のためにご尽力いただきたいです。 

50代 弥栄地域 浜田市の情報能力は昭和レベルで、新しい日本の常識に対応できず、現在の日

本では間違いとなった情報が全く更新されていないのをどうにかしないといけな

い。 

30代 三隅地域 農業の支援や農機具の補助又、動物による被害、悪天候による被害（台風）など

の支援をしてほしい。 

60代 三隅地域 毎日お疲れさまです 

60代 三隅地域 人口減少が著しいけどもはや役所の力では何もできないと思います、だから現

在になってる、例えばまちづくりセンターの存在自体の意味が薄い、何のために

あるのか？地域に何か役立ってるのか？そもそも何のためにある？ 

70代以上 三隅地域 今でも住み良いと思う。（なし）三隅に眼科、耳鼻科があればうれしいです。 

10～20代 不明 いけるまちとならない 

60代 不明 いまの神楽は台本のせりふ（こうじょう）がない。自分が見ていた１０代から５０位

までの昭和の神楽がよかった。たとえば恵比須には大人（たいじん）というたびび

とがあるのだけどそこがまったくない。すごくうまいところはなん社中かある。む

かしからやってきたことをしないと、いまのこどもたちも台本をよんだら大人（た

いじん）を（おとな）とよむか？（おおひと）とよむか？いまでもおそくないから昭

和の神楽になってほしい。それがねがいです。 

70代以上 不明 我町は第二ダムが出来たので安心してます。 
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５．総括 

（１）調査結果の要約 

①回答者属性 
○年齢層：70代以上が最多（27.5%）、60 代（20.7%）と高齢層が約半数 

○居住地域：浜田地域が68.8%を占める 

○居住年数：30年以上の長期居住者が67.7% 

 

②浜田市への居住意向について 
現在の居住地への定着意向は高い 

○「これからも住み続けたい」＋「どちらかといえば住み続けたい」：78.7% 

○住み続けたい理由：「家を持っているから」（78.0%）、「気の知れた近所の人がいるから」（34.8%） 

○移りたい理由：「バス・鉄道等の公共交通が不便」（49.3%）、「商業施設や飲食店が遠い」（44.5%） 

 

③生活実態 
自家用車への依存度が極めて高い 

○普段の交通手段：「車・バイクを運転」が 83.1% 

○外出頻度：「週 5回以上」が 54.5% 

○住む場所として重視する点：「日常利用する店舗等からの距離」（50.9%）、「地域の雰囲気」（42.1%） 

 

④まちづくりの方向性 
都市機能や居住を集約し、まちの効率化を進めることに一定の理解 

○「徒歩や公共交通で移動できる範囲に施設を集約し、その周辺に住むことでまちの効率化を進める」：

60.9% 

○自家用車不使用を想定した場合の居住希望：「日常的に利用する施設は徒歩圏内、たまに行く施設へは

公共交通利用」（49.6%） 

○徒歩圏に必要な施設：「食料品・生活用品の店舗」（93.0%）、「身近な診療所」（61.1%） 

○徒歩利用可能距離：「10分以内」（35.6%）、「15分以内」（29.4%）で約 65% 

 

⑤生活への影響懸念 
買い物と医療に不安あり 

○「閉店等により買い物する場所がなくなる」（67.3%） 

○「かかりつけの病院がなくなる」（56.5%） 

○「鉄道・バスが不便になる」（51.7%） 
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⑥防災意識 
○災害リスクの認識：「把握している」（45.2%）、「災害リスクがあると思うが正確には把握していない」

（44.3%） 

○災害対策実施状況：「避難所や避難経路の確認」（59.8%）、「備蓄」（47.1%） 

○行政への要望：「河川堤防等の水害対策」（43.3%）、「道路や橋・トンネルの補強」（38.0%） 

○災害リスクのある地域への居住：「安全対策すれば住んでもよい」（65.6%） 

 

⑦施設ニーズ 
娯楽・商業施設の要望が強い 

○新たにできたら・増えたら良い施設：「映画館」「書店」「カフェ」「スーパー」「飲食店」「ユニクロ」などチェ

ーン店の要望が多数 

 

（２）総括と課題 

①現状の問題点 
１．公共交通の脆弱性 

自家用車に依存した生活が定着しており、公共交通利用は限定的 

２．商業・医療施設の不足 

近隣市に比べて魅力的な商業施設や飲食店が不足している、身近な医療施設が不足している 

３．若年層の流出 

若年層は３割以上が今の場所から移りたいと考えており、そのうち 7割が市街を希望している 

自由意見でも若者の流出を食い止めるため、雇用創出や子育て支援の取組を要望する意見が多数

寄せられた 

４．子育て機能・支援の不足 

子どもの遊び場や子育て世帯への支援の不足が自由意見で指摘されている 

 

②市民が望むまちづくりの方向性 
１．コンパクト・プラス・ネットワークの都市構造 

徒歩・公共交通で生活できる範囲への施設集約について 6割の支持を得ている 

２．日常生活施設(食料品店、診療所、金融機関)が徒歩 15分圏内(約 1.2km)にあることを重視 

機能の集約による利便性向上について、徒歩 15分圏内が１つの目安として考えられる 

３．魅力的な商業・娯楽施設の誘致 

自由意見では若者にとってのまちの魅力向上の観点、雇用創出の観点から特に大型チェーンの商業

施設の誘致要望が高かった 
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